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第3回 通 常総 会 ・研 究成 果発 表会
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※第

時 平 成5年6月25日

所 京 橋 会 館(東 京都中央区銀座1丁 目)

3回 通 常 総 会(午 後4時 ～5時)

議  題 第1ttf!P案

第2号 議 案

第3号 議 案

第4riF」議 案

92年度事業報告及び収支決算について

93年度事業計画及び収支予算について

理事の選任について

その他

※研 究成 果 発 表 会(午 後1時30分 ～4時)

①制限言語研 究会(委 員長 ・内田裕士)

 翻訳精度 を向上 させ 、翻訳 コス トを低減 させ るため文書記述面か ら一定の

 制限 を加 える小 日本語、サ ーバ利用で 自動 前処理技術の 糸 口を探 る。

② システム利用技術研 究会(委 員長 ・牧野武則)

 翻訳 を工学 と して とらえ、プ ロセ ス管理、ユーザ辞 書、 文書管理面か ら問

 題提起 と対応策 を検 討。ユ ーザ実態調査か ら も問題解決策 を模索す る。

③ システム評価研 究会(副 委員長 ・横山晶一)

 日本 語の翻訳困難例 文を摘 出 し、その言い換え例 の検討結果 を提起す る。

 機械翻訳 システム、 自然言 語処理の双方か らのアプ ローチで効率的翻訳手

 法 を模索す る。

④講  評
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≡≡ ≡利用 技術研 究会 ≡≡≡

機械翻訳システムの利用状況調査

 機械 翻 訳利 用技 術研 究会 で は、 効果 的 な システ ム

利 用 方法 を探 るこ とを 目的 と して 、ユ ーザ事 例 の ヒ

ァ リング と共 に、 ユ ーザ にお け る機 械翻 訳 システ ム

の利 用状 況の 調査 と結 果 の分析 を行 な っ てい る。

 機械 翻 訳 シス テムが ユ ーザ に提供 され始 め て数年

に な る。 あ るユ ーザ はそ の翻訳 品 質 を問題 に し 「利

用 で きない」 とい った否 定的 な評価 を与 え、他 のユ

ーザ は利 用 方法 を工 夫 し、 「利 用 目的 を限れば充分 に

利 用で きる」 とい った肯 定的 な見 方 を してい る とい

う ように、 シ ステム に対 す る評価 は 多様 であ る。

 いず れ に しろ、 現在 の機 械 翻訳 システ ム は、 ワー

プ ロの ように誰 で も簡 単 に使 え、 高品 質 の翻 訳が得

られ る とい うシス テムで は な く、 シス テムの 能 力 を

理解 し、効果 的 な利 用 方法 を工夫 す る こ とが 必 要だ

と認識 され て い る。 この 状況 は近 い将 来 の シス テム

の 能力 の向上 を考慮 して も、 翻訳 が創 造 を伴 う限 り

大 き くは変 わ らな いだ ろ う。

 機 械 翻訳 システ ムは、 忘 れ るこ とが ない大 容量 記

憶 能 力 と高 速演 算 能力 を もっ た コン ピュー タの特 長

を活 か して、 人間 に は実現 で きな い程 の 大量 高速 翻

訳 と翻 訳 の低 コス ト化 を実現 す るこ とを 目的 と して

い る。

 これ らの 能 力 を積 極 的 に活 かす利 用法 が、 人 間翻

訳 者 とは異 なっ た新 たな文 書翻 訳手法 と して確立 さ

れ るだ ろ う と期 待 され て い る。

 ユ ーザ 調査 で は以上 の ような観 点 に立 ち、現在 ユ

ーザ が機械 翻 訳 シス テム を どの よ うに利 用 し、 効果

を上 げ てい るか、 あるい は問題 を抱 えて い るか を調

べ る こ とを 目的 と した。

 ア ンケー ト調査 で は、 まだ30件 程 度(4/23現 在)

と回答数 が少 な く、統 計 的 な ま とめ はで きな いが、

丁寧 な 回答 が多 く寄せ られ てい るの で、ユ ー ザの利

用状 況 の概 観 を知 るに は充分 で あ った。今 後 も継続

して分析 を続 け報 告 す るが、 ここで はそ の概 要 の み

を報 告 す るこ とにす る。

効果的な利用のポ イ ン ト

機 械翻 訳 は、 文書 を工 学的 に処 理 す るッー ルで あ

る。工 学 的 に とい うの は、翻 訳者 によ る手.1二芸 的、

芸 術的 翻訳 で はな く、 高速 に低 コ ス トで、 あ る品質

の翻訳 を行な うとい うこ とで ある。 この観 点 に立 て

ば、限 られた性 能 の機械 翻訳 システ ムの有 効 な利 用

方法 は、効 果的 な翻 訳プ ロセ ス管 理 と適切 な翻 訳品

質 管理 に帰 着す る。

 文書 の翻 訳 のプ ロセ ス は、 お よそ、 原 文作成 か ら

機械 翻 訳 のた めの 前編集 、機 械翻 訳 、後編 集、 さ ら

に品質 の 向上 のた めの リライ テ ィング、文 書編 集、

版 下作 成 とい ったプ ロセ スか らな る。 このプ ロセ ス

に さ らに辞 書作 成 ・維持 が 加わ る。 このプ ロセ ス に

おい て、 文書処 理 の全体 が コン ピュー タ上 で な され

る に して も、 前編 集、 後編 集、 リライテ ィング とい

っ た編 集作 業 は人 手 に頼 らな ければ な らない。 これ

ら人 手の介 入 が、機 械 翻訳 を用い た翻 訳プ ロセ スに

お け る時 間 とコ ス トの ボ トル ネ ック とな って い る。

 翻訳 品 質の 管理 は、 プ ロセ スの管 理 と表 裏一 体 で

あ る。 前編 集 に時 間 をか け、後編 集 の作 業 を簡 略化

す るか、 後編 集 に 力を入 れ品質 を確 保す るか は判断

が難 しい。 日本 人が 日英 を使 うと きに は前編 集 に、

英 日を使 う ときに は後編 集 に力 を入れ るのが 常識 的

だが 、果 た して そ うだ ろ うか。 また、 コ ンピ ュー タ

資源 、機械 翻訳 のC1語 資源 を有 効 に利 用す るには 「利

用 す る入」 の問題 も重要 で あ る。機械 翻 訳 シ ステム

を利 用 す る際、 どの よ うな資 質 を持 った人が どの よ

うな体 制で システ ム を運 用す るの かが有 効 な システ

ム 利用 の側 面 で もあ る。

[ユ ーザ調査項 目]

 この ユ ーザ 調査 で は、ユ ーザで の機械 翻 訳の利 用

の 実態 、特 に機 械 翻訳 の運 用、品 質の管 理 方法 につ

いて調 査す るこ とと、機 械翻 訳 シ ステムの利 用面 で

大 きな要 素で あ るユー ザ辞 書、 さらに業 界、学 界 で

の用 語辞書 の状 況 に関 して調 査 を行 な ってい る。 こ

れ ら調 査 の内 容 と目的 は次 の とお り。

1)シ ステ ム利 用状 況

 機械 翻訳 を用 いた翻 訳の プ ロセ ス と品質 の管 理 に

重点 を 置 き、 どの よ うな資 質の 人が どの よ うに シス
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テ ムを利 用 してい るか を調査 す る と共 に、 翻訳技 術

者の 育成 につ いて も調査 す る。 その結果 か ら、機 械

翻訳 シ ステム の効果 的 な利 用法 、 さ らに は機 械 翻訳

を積極 的 に利 用 して い く環境 につ い て検 討 す る。

2)ユ ー ザ辞 書、 専門 用語辞 書 の作成 ・維 持

 辞 書の 作成 ・管理 はユ ーザ に とってか な りの負担

に な る といわ れて い る。 ユ ーザ が開 発 してい る機械

翻訳 の ための 辞書 の開 発 ・利 用状 況 を調査 す る。辞

書 に係 わ る課題 を整理 し、ユ ー ザ間 での将 来 の辞書

共 有の 可能性 と、 方法 につ いて検 討 す る。

3>業 界、学 界で の用 語辞書 の 実態

 用語の統 一 や管 理の 重要性 は改め て云 うまで もな

い。 各種1二業 会や協 会 、学会 で は、 その分 野 にお け

る用語 を ま とめ、管 理 してい る ところが 少な くない。

そ うした用語 集、 用 語辞 書の 状況 につい て調査 し、

機 械 翻訳 システム での利 用 に関 して検 討 をす る。

調査結果の概要
 回答が 寄せ られ た 中で、機 械 翻訳 システム を組織

的 に利 用 してい るユ ーザ と個 人で利 用 して い るユ ー

ザ がほぼ 半々で あ った。

 個 人で利用 してい るユ ーザ には、機 械 翻訳 システ

ム の利 用 に極 め て積極 的 なユ ーザが 多 くシステ ムに

対 す る期 待 が高 い。 半面、 実際 の利 用 につ いて は大

量 の文書 の翻 訳 を行 な ってい る 人はほ とん どな く、

レター や文献 の翻 訳 に利 用 してい る程度 で あ る。

 しか し、個 人の こ う した利 用は、 機械 翻訳 システ

ムが広 く受 け入 れ られた ときの一般 的 な利用 形態 で

あ り個 人利 用の形 態 と利 用の際 の課題 を整理 す るた

め の有 用 な情 報 が含 まれ てい る。

 機 械 翻訳 システム を大量 の 文書翻 訳 に用 い商 用べ

一 スで利用 してい る
、 あ るい は利 用 しよう と してい

るユ ーザ は、圧倒 的 に翻訳 会社 が 多 い。 その 次 に多

いのが 製造会 社 のマ ニ ュアル 制作部 門、 翻訳 部 門で

あ る。

[シ ス テ ム 利 用 調 査 の 分 析]

 機械 翻訳 システ ムの利 用状 況 に関す るア ンケ ー ト

の回答 をま とめた とこ ろ、現在 で は次 の よ うな 実態

が把握 で きた。

 機械 翻訳 システ ムを組織 的 に利 用 して いる大規 模

ユ ーザ は機械 翻訳 シス テム利 用可 能端末 一 台、一 月

当 た り、 数百ペ ー ジか ら千ペ ー ジの文書 を翻 訳 して

い る。 マ ニ ュアル、 技術 文書 、特許 な どを対 象 に し

て い る とこ ろが 多 く、品 種 を限定 して効率 を上 げ よ
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う と して い る。 これ に対 して、個 人等 の小 規模 なユ

ーザ は数ペ ー ジか ら数十 ペ ー ジであ る。マ ニ ュアル

の素翻 訳や 文献 の流 し読 み に使 って い るケー スが 多

い 。

 前編 集 にか け る時 間 は., ペー ジ当た り数分 か

ら15分 程 度 で、 後編 集 に費や す時 間 は一般 に前編 集

よ り長 く、10分 か ら30分 の範 囲 に入 る ものが ほ とん

どで あ る。 前編 集 は 日本 語 に対 して 行 なわれ るのが

多 く、主 に、 長文 を短 く区切 る こ とや、 省略 された

要素 を補 って翻 訳 しや す くす る こ とがお もな作業 で

あ る。

 後編 集 で は訳 語 の チ ェ ック ・修正 の ほか、機 械 翻

訳 で は出 力で きない訳 文へ の書 き換 え(清 書)が お

もな もの であ る。 これ らの 翻訳 周辺 作業 は、 システ

ムの性 質 に よっ て も違 いが あ るが、 実績 の あ るユ ー

ザで は、編 集や 辞 書登録 に関す るノ ウハ ウを蓄積 し

てい るとこ ろが 多い よ うであ る。 中 には、機械 翻 訳

シス テム の能 力 をサ ポー トす る機 能 を独 自に開 発 ・

運用 して い るユ ーザ もあ る。 これ らの ノ ウハ ウや サ

ポー トツール は、 後述 の作 業者 人材 の育 成 に も直接

寄与 す る もの で あ る。

 機械 翻 訳 シス テム で実際 に作 業す る人 は一 般 に、

前編 集者 ・後編 集 者 ・リラ イタ ・オペ レー タ に分 類

され る。 小規模 ユ ーザ で は 当然 、 同一の 人 が複 数の

作業 を行 な って い るが、大 規模 ユ ーザ で も必ず し も

分業 してい るわ けで はな い。 また、 その英 語 力 も、

スペ シャ リス ト(英 検1級 程度)ば か りで は ない こ

とが わか った。 これ は、 シス テム を使 い こなす上 で

は英 語 力は あ る程 度 あれ ば十分 で、 む しろシ ステム

の特性 を知 る こ とが 重要 であ る こ とを意 味 す る と思

われ る。

 作 業者 の育 成 はほ とん どのユ ー ザが社 内 で独 自で

行 な ってい る。機械 翻 訳 シ ステ ムを使 用 した経験 を

も とに した意 見や 要望 に中で は、 まだ翻 訳 品質 の向

上 を求 め る もの が、特 に 日英 システ ムのユ ーザ に多

い。 しか し、 利 用実績 の あ る大 規模 ユ ーザ で は、品

質 に対 す る要 望 よ り、 シス テムの操 作性 や 他 シス テ

ム ・他 ソ フ トウ ェア とデ ー タの流 通 を容 易にす るこ

とを求 め る声が 目立 った。 これ は、現在 の システ ム

の翻 訳能 力 を理解 した うえで 、 いか にシ ステ ム全体 、

あ るいは翻訳 業務 全体 の 能率 を向上 させ るか に注 目

して い るか らで あ り、現 時点 での ユ ーザの積 極 的 な

アプ ローチ で ある と云 え よう。



[辞 書 調 査 の 分 析]

 調 査対 象 の辞書 は、 独 自に作 成 したあ る程 度 の 大

きさ を持 つ辞 書/用 語集 で あるが 、加 え て業界/分

野標準 と考 え られ る辞 書/用 語集 が あれば記 入 をお

願 い した。 これ らの辞 書/用 語 集 の各 々 につ いて、

以 下 の情報 を収 集 させ て いた だい た。

1.辞 書 の概 要:

  分野 ・使 用 目的、 言語 、 見吊 し数。

2.見 出 しについ て:

  見 出 し語 の長 さの制 限 、複 合 語や 慣 用 表現の 登

  録 可否 、 表記.ヒの基 準、 見 出 し語 設定の 基準 等。

3.訳 語 につ いて:

  訳 語の 長 さの制 限、 複 合語や慣 用表現 の 登録 可

  否 、複 数の 訳 語の登 録 可否、 訳 し分 けの ため の

  情 報 、表 記Lの 基 準 、訳 語 設定の 基準 等。

4.そ の他 の辞 書情報 につ いて:

  同義 語や 反対 語 、品 詞等 の文法 的情 報 、意 味 マ

  ー カ等 の意味 的情 報 、読 み ・発 音、 語義 の説 明

  例 文等 が付 り・され てい るか。

5.電 子 化 お よび利 用形 態:

  電子 化 の有無 、 電r化 の 形態(機 械 翻 訳 の辞書

  か どうか、フ ァ イル 形式 等)、容 量、利 用形 態(ス

  タ ン ドア ロ ン/ネ ッ トワー クで共 有)等 。

6.辞 書 の作 成管 理:

  登録 形態(一 括/対 話)、登録 手続 き、辞書 管理

  ツール 、辞書 作成 コス ト(用 語 ・対訳 の選 定 コ

  ス ト/登 録 コス ト)、辞 書 の改 訂頻 度 、公 開(提

  供)可 能 性、 現状 の 問題 点等 。

今 回は 回収途 中 で あ るの で、 その 傾向 の み概 観 す る。

 分 野 と して は、情報 、 通信 、電 子、 機械 、航 空等

が 多 く見 られ、 日英 ・英nが ほぼ 半 々で あ る。 語 数

は2,000--6,000語 程度 が 多 い。機械 翻 訳 のユ ーザ辞

書 では 当然 品詞や 意味 マ ー カ等が 付与 されて い るが、

語義 や例 文 は ない。RDBや テ キス トファ イルで 、

管理 されて い る辞 書(用 語集)に は、 各訳 語 が使 わ

れ るケ ース、 同義 語、 語 義説 明、例 文 が付 与 され て

い る もの が少 な か らず ある。

 訳 語 の優先 順位 は使 用 頻度 順 とい う回答 が 多いが

訳語 の最 終的 な選 択 に は人間 の判 断が 必要 とされ、

今後 の 課題 で ある。

 辞 書の 利 用形態 と して は、 ネ ッ トワー クで共 有 し

て い る例 も多い。 望 まれ て い る辞 書関連 ツール に は

文の 登録 、 文章 か らの 定 型表現 の抽 出 と登録 、 登録

履歴管 理 等が 挙が ってい る。

 調 査内容 が細 か か った こ とお よび作 成 コ ス ト等の

統 計的 デ ー タを正確 に把 握 してい るユ ー ザが 少な か

っ たこ と等 に よ り、 卜分な 回答 記入 を得 る こ とが で

きな い場合 もあ ったが 、提供 可能 と回 答 され た辞 井

(数千 語の 大 きさ)も 数件兄 られ た。 これ らを参 孝

に、将 来の 辞 書流 通 システ ム に向 け て、 テキ ス ト形

式 での 辞書 内容 の標 準化 等 も孝えて い きたい。

調 査 の 分 析 に 当 た っ て

 翻 訳 の コス トを劇的 に低 減 させ る 丁段 は、機 械 翻

訳 をお いて他 には ない。 翻訳 の コス トを桁違 い に低

減 し、1/10以 ドにす る 可能性 を機 械翻 訳 シ ステム

は持 ってい る。

 調査 結 果 か ら、 充分 に機械 翻 訳 シス テムの 能 力を

利 用 してい るユー ザ は、 まだ 多 くはな い と見 られ る。

効 果的 に機 械 翻訳 システ ム を利 用 してい るユ ーザ に

見 られ る傾 向 は、

・翻訳 プ ロセ スの管 理 、 人の管埋 が効 果的 に な され

 て い"る。

・機 械 翻訳 に対 して長期 にわた る経 験 が あ り、 習熟

 曲線 が立 ちLが って る。

・機 械 翻訳 システ ムの翻 訳 品質 を見 切 り、 その範 囲

 で利 用 して い る。

・機 械 翻訳技 術 者 を 自社 で 育成 して いる
。

とい った点 が上 げ られ 、 さ らにそれ ぞれのユ ー ザで

特徴 の あ る システ ム利 用の[:が な され てい る。 そ

れ らの 工 夫に は、

・複数 の利 用 者 に よるCIYflな どの 資源 の共 有環境 を

 構 築 してい る。

・前編 集 の効 率化 を図 っ てい る。

・版下 作成 で のマ ニ ュアル作 成過程 を統 合 化 し、電

 子化 を進 め て い る。

な ど、様 々な 試み がな され て いる。

 こう した経験 に関す る情報 が、機 械翻 訳 シ ステ ム

利 用者 の 間で共 有 され るこ とで、 …層 の機械 翻 訳 シ

ステ ムの普 及 がな され 、 また機械 翻 訳 システム に よ

る翻訳 に つい て社会 的 な認 知が一一rte進む もの と考 え

てい る。

 この調 査 ・分析 は現在 も継 続 中で あ り、今 まで に

回 答 を寄せ られた 方 々にお 礼 を申 し上 げ る と共 に、

この調 査 に対 す る皆 様 の一層 の ご協 力を期 待 して い

ます。 御意 見 ・コメ ン トを機 械翻 訳利 用技術 委 員会

にお寄せ 下さる よ うお願 い致 します。

      牧 野武 則(東 邦 大)熊 野 明(東 芝)

      松 平正樹(沖 電気)平 田幹 人(日 電)
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使用 されている専門用 語

分    野   用語名称   規  格

工 作 機 械 日本機械学会刊行物 JIS, ISO工 業標準

通 信 機 械 電気通信用語辞典

       TTC標 準用語集   TTC

自動車 部 品         JIS

                lASo

プ リント回路 プ リント配線盤用語JIS

         rAA.       JPCA

自  転  車 自転車関係基準集(93/6完 成)

包 装 機 械

電

 

イ

電

タ

  自転車用語

  包装用語

気 学術用語集

  電気専門用語集

線 電線用語

ヤ タイヤ用語

燃 焼 機 器

保 安 用 品

家庭用暖機器用語

保安用品用語

ガス検知警報機用語

JIS ISO

JIS

日本標 準 商品分 類

IEC ANSI

SAE

JIS, JATMA安 全 基 準

JIS

lls

       検知管式ガス測定量用語

ヒートポンプ 空気調和衛生用語集

       冷凍空調食品用語集

       学術用語集機械工学編

       マックロヒル科学技術用語大辞典

       科学技術25万語大辞典

石 油 化 学 プラスチック用語 JIS

塩    ビ     全     JIS

塗    料 塗料用語      JIS

       塗料用語辞典(色 材協会編)

植 物 油 油化学用語

特    許 工業所有権法令集

       米国特許実務用語辞典

頒 布 元   関 係 団 体

日本規格協会    日本工作機械工業会

コロナ社      通信機械工業会

電信電話技術委員会(93/9)   全

規格協会

自動車技術会

規格協会

プリント回路工業会

工業会

規格協会

規格協会

政府刊行物

文部省

コロナ社

規格協会

米国自動車協会

規格協会

規格協会

規格協会

産業用ガス検知警報機工業会

    全

空気調和衛生工業会

日本冷凍協会

日本機械学会

日刊工業新聞社

インタプレス

規格協会

規格協会

規格協会

技報堂出版

油化学協会

発明協会

AIPPI Japan

日本自動車部品工業会

     全

プリント回路学会

     全

日本自転車工業会

     全

日本包装機械工業会

     全

日本電気協会

     全

日本電線工業会

日本自動車タイヤ協会

     全

日本ガス石油機器工業会

日本保安用品協会

     全

     全

ヒー トポンプ技術開発C

     全

     全

     全

     全

石油化学工業会

塩化ビニル工業協会

日本塗料工業会

     全

     全

日本特許協会

     全

用籍集 ・辞典
           [(財)日 本 規格協 会 ……東 京都 港 区赤坂4-1-24xO3-3583-8002]

JIS工 業 用語 大辞典(第3版)工 業 技術 用 語70,000余 語 を収録  29,000円(税 込 み)

     土 木 ・建 築 機 械 電気 自動 車 鉄道 船舶 鉄 鋼 非鉄 金属 化学 繊 維 鉱 山 紙 窯業 医療 ・安 全 航 空

     情 報処 理 その他(原 子 力 医療 放射 線 品質 管理 音響 照 明 自動 制御 生産 管理 等)

JIS用 語 辞典(工 業 材料 編)鉄 鋼 化学 繊 維 パル プ及 び紙 窯業    3,800語 収録 3,700円(税 込 み)

JIS用 語 辞典(情 報 技術 編)ワ ープ ロ、 CAD等 一般 機械 情 報処 理   2,875語 収録 2,400円(税 込 み)
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各種団体で作成されている専門用語

  名   称

鉄道車両用語

事務機械用語

石 油 辞 典

AI専 門用語

航空宇宙略語集

芳香族製品 ・タール

鉱業用語辞典

ガス用語辞典

バルブ用語辞典

標準DCST

アルミニュウム表面処理

工業計器性能用語集

環境計測技術用語

電気通信技術用語集

教育用コンピュータ

区 分

用語集

用語集

辞 書

用語集

用語集

用語集

用語集

辞 書

用語集

用 語

用 語

用語集

用語集

辞 書

用 語

語 数

1,000

4,000

2,000

2>000

 160

12,000

1,500

 249

 500

 500

2,000

語

英

英

英

英

英

英

勲

英

英

英

獅

英

英

英

英

国

臥

臥

既

臥

臥

臥

臥

鼠

臥

臥

暎

臥

臥

臥

臥

追 廃

5年 毎

2-3年

2-3年

10年

適宜

5年

5年

5年

5年

3～4年

仕 様

JIS

l1S

任 意

任 意

任 意

JIS

そ の他

JIS

団体

JIS

JEMIS

意

意

任

任

頒布元

規格協会

規格協会

丸  善

会員のみ

会員のみ

規格協会

石炭協会

ガス協会

オーム社

協  会

規格協会

工 業 会

協  会

アスキー

関係 団体

日本 車両 正二業 会

日本 事務機 械i二業 会

石油 学会

日本航 空 宇宙i業 会

     全

日本芳 香 族n業 会

日本 石炭 協会

fi本 ガ ス協会

日本 パル プ1:会

日本 ダ イカ ス ト協会

軽 金属 製 品協 会

日本 電気計 測 器1:会

     全

電気通信 協会

コン ピュータ教 育開 発セ

ンタ

DATE

Venue

「TMI'93」2nd Announcement

July/14～16/1993

Kyoto International Community House

(2-1Torii-cho, Awataguchi, Sakyou-ku, Kyoto,606 Japan)

Program(Tentative)7/14 10.30

             11.00

             14.00

             16,00

             18.00

          7/15   9.00

             11.00

             14.00

             15.30

          7/16   9.00

             11.00

             14.00

Host

Co-operate

Opening

Session l Corpus-based Approach

Session 2 Example-based Approach

Session 3  Preference

Welcome Reception

Session 4 Rational Approach

Session 5 New Methodology

Session 6  Project

Panel Discussion

Session 7 Source Language Analysis

Session 8 Evaluation Mechanism

Session g Multi-lingual Corpus

Association for Natural Language Processing

Asia-Pacific Association for Machine Translation(AAMT)

International Association for Machine Translation(IAMT)
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一
人 間 翻 訳 と 機 械 翻 訳

TCC代 表 安藤 進

 人 間翻 訳 と機械 翻 訳 につ いて、 お話 を したい と思

い ます。 資 料 としま して 、雑誌 「bit」(共立 出版)に

寄稿 した記 事の コピー(1992年12月 号 お よび1993年

4月 号)を お配 り します。 これ は 日本 語 と英 語 の翻

訳 で、 人間 翻訳 と機械 翻訳 の レベル は どの程 度違 う

のか とい うテ ーマで まとめ た もの です。

 私が翻 訳 の世 界 に入 りま したの は、今 か ら約15年

ほ ど前 に な ります。 最初 の5年 間 は、富 士通 研究 所

で機 械翻 訳 の研 究開 発 をや ってお りま した。 そ の後

は、翻 訳の 発注側 でII英 翻 訳 のチ ェ ック を英 語 の ネ

イテ ィプ ス ピー カ10人 ほ どの仲 間 とい っ しょに して

お りま した。 それか ら、㈱ 十 印翻訳 部 の部 長 と して、

主 と して英 語か ら日本語 に翻訳 す る仕事 を して きま

した。

 そ こで、 本 日は、 これ までの 経験 を踏 まえて私 な

りの 問題 を提 起 しま して 、後 はみ な さんの ご質 問に

答 える形 で話 しを進 めて行 こ うと考 えてい ます。

**********************

◆[日 英 翻 訳 に つ い て]

 最 初 に、 日本 語か ら英語 に翻 訳す る場 合 につ いて

お話 しい た します。

 人 間翻 訳 の例 と しては 、(社)日 本 翻訳 連盟 の機 関

誌で、 会員 を対 象 に した翻 訳講 座 を3年 ば か りや っ

てお りま して、 その 講座 の応募 答案 を人間翻 訳 の例

と して採 用 しま した。

 機 械 翻訳(MT)の 例 と して は、 現在 商 用化 して

い るMTシ ス テム に よる翻 訳 の例 を採 用 しま した。

MTシ ス テムの 出 力結果 その まま と(一 次結 果)、 辞

書登録 や原 文 を書 き換 え るな どの 前編 集 を した後 の

翻訳結 果(二 次 結果)を 用意 して、 人間翻訳 と比 較

して みた のです 。

 さて、応 募答 案の 数 は40、 答 案作 成者 の年 齢 は20

代 か ら50歳 代、 国籍 は 日本 が ほ とん どです が、米 国

か ら応募 され た人 も数人 お りま した。 原文 はプ リン

タの マニ ュアル です。 応募 者 の得意 分 野は必 ず しも

技 術分 野 では あ りませ ん し、翻 訳経験 もさ まざ まで

す。翻 訳者 を志 して勉強 中の 人 もい ます。

 翻訳 の 品質 を評価 す る方法 につ いて は、 いろ いろ

AAMTジ ャー ナル 6

な観 点 があ る と思 い ます が、 こ こで は実務 で通 用す

る翻 訳、 つ ま り商 売 と して通 用す る翻訳 とい う観 点

で評 価 して 見 ま した。

 応募 答 案 を、A、 B、 C、 Dの4つ の レベル に分

けて評価 しま した。Aレ ベ ル の答 案 とい うの は、 そ

の ま ま使 える とい う もの です。 残 念 なが ら、Aレ ベ

ルの ものは あ りませ んで した。Bレ ベ ル は、冠詞 、

前置 詞 な ど、英 語 の ネ イテ ィプ ス ピー カが 原文 を見

ず に簡 単に修 正 で きる レベ ル です。Bレ ベ ルの 答案

は、4例 、 全体 の10%で した。Cレ ベ ル は、原 文 を

参照 す れば比較 的 簡 単 な修 正 で通 用す る とい う意味

です 。 この レベル が8例 、 全体 の20%に な ります。

 した が って、実 務的 に通 用 す る とい うの は全体 の

30%位 とい うこ とに な ります。

 次 に、機 械 翻訳 の 出 力を評価 します と、 一次 結果

は、利 用価値 は ほ とん どあ りませ んで した。 しか し

二次 結果 はマ ァマ ァの出 来で した。 ち ょっ と主観 的

か も しれ ませ ん が40～50%の 出来 とで も言い ま しょ

うか、 その位 の レベル にな って い ま した。

 人間翻 訳 で も、機械 翻訳 の二 次 結果 の レベル に達

してい ない答 案 が全体 の30%ぐ らい あ りま した。 こ

の結 果 か らみ る と、 人間翻 訳 が必 ず しもよい とい う

わ けで はな い こ とが わか ります。 また、機械 翻 訳 だ

か らとい って必 ず しもまっ た くダメだ とい うわ け で

もない と言 え る と思 い ます。

◆[英 日 翻 訳 に つ い て]

 英 語 か ら 日本 語 に翻 訳 す る場 合 につ い て、お 話 し

いた します。

 実 例 と しま して は、私 が翻訳 会 社 にお りま した頃

今 か ら一年 ほ ど前 にな ります が、 実施 した トラ イア

ル を紹介 します。 新 聞広告 を出 し、翻 訳者 と機械 翻

訳 の後編 集者 の募 集 を したの です 。全国 か ら600人 近

い応 募者 が あ りま した。 トライ アル問題 の題 材 は コ

ン ピュー タ、通信 、 半導体 で した。

 応 募者 に問題 を送 りま した ところ、約 半 数の 人が

ギブ ア ップ して しまい ま した。 つ ま り、問題 の 内容

を見 て 自信 をな く して しまった と思 わ れ ます。 一般

に、 翻訳 者 にな りた い と考 えて い る人の数 は 多い の

です が 、技術 的 なバ ックグ ラウ ン ドを持 って い る人



が少 な い とい うこ とが わか ります。それ で も、300人

近 い入が答 案 を返送 して きま した。 そ の答案 をA、

B、C、 D(不 合格)と い う4つ にわ けて採 点 しま

した。 その結 果、Aレ ベル は な し、 Bレ ベル が5名 、

Cレ ベ ル は15名 とな りま した。 合否 す れす れの 中 か

ら比較 的 良 い と思 われ る人 も含 め て、約50名 の 人 と

面接 を しま した。最 終 的 には、 約20名 の 方 を採 用す

るこ とにな りま した。

◆[で き る 翻 訳 が 足 り な い]

 この数字 を見 ます と現在 実務 の 世界 で必 要 とされ

る翻訳 力が あ る方 は 全体 の10%も いな い とい う こ と

に な ります。英 訳 につ い て もほぼ 同 じこ とが 言え ま

す。 これ が、 翻訳 業界 の現 実 だ と思 い ます 。

 もうひ とつ例 を紹介 します。(社)日 本翻 訳連 盟 で

は、 〈翻訳 検定 〉試 験 を実 施 して い ますが 、 この1、

2、3級 は先 程のA、B、 Cと ほぼ同 じレベル で す。

毎 回、200入 近 い 人が応募 され ます が、その 中で、1

級 レベル に な る人 はほん の数 入で す。2級 が15--20

%位 で す。3級 まで で全体 の30%ぐ らい とい う数 字

にな ります。

 先ほ ど、私 が かつ て翻訳 会 社 にい た とい い ま した

が 、 当時 、 社内 で 見習 い翻 訳者 を養成 す る制 度が あ

りま して、私 が その指 導 を担 当 して お りま した。 当

時 の経験 に よ ります と、 少 し頑張 れ ば、 また、適切

な指 導 が あれ ば伸 び る とい うこ とが わ か りま した。

 残念 なが ら、 今 はそ の制 度 はな くな りま した。 最

近 は、 翻訳 会社 で もそ の余 裕が な くな って きて い る

ようです。 当時 の教 え子 は、今 、 第一線 で活 躍 して

い ます 。

 い ずれ に しま して も、即 実践 で使 え る人 を探 すの

はな か なか難 しい。 また、 その よ うな 方が いて も、

その 数 は大 変 少 ないの です 。

◆[機 械 翻 訳 の 大 衆 化]

 自然発 生的 に良 い翻 訳者 が 出て くるの を待 ち望 ん

で も現 状 を変 え る こ とは難 しいの で はな いか と思 い

ます 。

 翻訳 は特 定 のプ ロがや る ものだ とい う見方 をす る

方が 多 い と思 い ます。 しか し、 最 近 コ ン ピュー タ関

連の マ ニ ュアル な ど大 量 の技術 文 書 の翻訳 の仕 事 が

あ りま して、 従 来の職 人芸 的 な翻 訳 で は、 業 界の 要

望 に応 え られな い とい う事 態 に なっ てお ります。

 また、NIFTY-SERVEと い う商 用 ネ ッ トワーク

が あ ります。 そ こで 、機械 翻訳 のサ ー ビス を提 供 し

てい ます。 この サー ビス を利 用 すれ ば、 簡 単に機 械

翻 訳 を一般 の 人で も体験 で きる ようにな って きま し

た。

 この よ うな機械 翻 訳 とい うツール を使 って翻 訳 を

や って行 くとい うのが これ か らの 大 きな流 れ では な

いか と思 い ます。

***********************

(以下 、 出席者 か らの 質問 に対す る応 答〉

◆機械 翻 訳 に おけ る前編 集の位 置付 けは?

口英 語 か ら 日本 語へ 翻訳 す る場合 は、 後編 集 に 颪点

を置 き、 日本 語か ら英 語 に翻 訳す る場 合 は、 前編 集

をす る とい うのが一 般 的だ ろ う と思 い ます。

 いず れ に して も、翻訳 の 品質 は、前編 集 者また は

後編 集者 の 力量 に依 存 します。

 実務 的 には 、翻訳 の 全 」1程の 中で前編 集 と後編 集

を どの よ うに位 置 付 け るの かが問題 とな ります。 翻

訳一[1程を複 雑 にす る と、そ れだ け コス トと時 間 が か

か るか らです 。

 前編 集 につ い て兇 ます と、問題 が た くさん あ りま

す。7～8年 前、 口英 翻訳 の 前編 集者 の指 導 を した

こ とが あ ります。 その経験 か らい い ます と、作 業 を

す る人 は比 較 的 こ り性 な人が 多か った と思 い ます。

 例 え ば、 かか り受 けの括 弧 をい ろい ろ試 して も思

い どお りの訳 文 が得 られ な いので、何 度 もや り直 し

て い る。 そ の結 果、1文 に何時 間 もかか っ て しま う

こ とが あ りま した。

 その 結果 、や れ ばや るほ ど時間 とコス トが か か っ

て しま うこ とにな り、採 算が 合わ な くな って しまう

の です 。 また、機 械 翻 訳の 出力が 悪い ため に、 前編

集者 が 無理 を して しま う。 しか し、そ のわ りに成果

が上 が らない とい うケ ー ス も多か った と思 い ます。

 機 械 翻訳 は高 速 で翻訳 す る とい うメ リッ トが あ る

の です が、 人 閲が 介在 す るため に、逆 に、 プ レー キ

にな って しま う。

 しか し、 長 い 目で見 れば 、辞書 に単 語 を登録 した

り、前 編 集 を しなが らシステム を使 い込ん で い くし

かな い と思 い ます 。

◆ 前処 理者 の要 件 は英語 力 なの か専門分 野 の経験 な

 の か どち らが重要 か?

口結論 か ら言え ば、両 方 ともあ る程度 は必 要 だ と思

い ます。私 の経 験 か ら言 うと、 英 語力 は、例 えば 、

英 検 の準1級 ぐらいが ち ょうどいい と思 い ます 。導門

分野 の知識 と して は、 その分野 の基礎 知識 が あれ ば
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1・分だ と思 い ます 。

 例 えば、コ ンピュー タ関連 で は、CPUと か1/0と

か い う用語 の イメー ジがわ か る程 度 で いい と思 うの

で す。 で も、 コ ンピュー タ とい う もの を見 たこ とも

聞 いた こ と もな い とい う人で は無理 だ と思 い ます 。

 さて 、翻訳 業 界に は神話 が た くさん あ ります。 そ

の ひ とつが 「専門 知識 」 なので す。翻 訳 を発 注す る

側、 また翻 訳会社 で もそ うです が、採 用試験 の とき

に経 歴 辞を兄 ます。例 えば、 コ ンピ ュー タ関 係 です

と、情報 処理 系 の学部 を出た 人、プ ログラ ミングの

経験 者だ と無 条 件に安 心 して しまう人が 多 い。

 しか し、私 の経験 か ら言 う と、 なにか違 う とい う

気が してい ます。 翻訳 をす るには、 あ る程 度 の 専門

知識 は必 要 ですが 、技 術 者指 向 の 人 と翻訳 者 志向 の

人 とで はや は りタ イプ が違 う と思 い ます。

 専 門 知識が あ るか無 いか でア プ リオ に裁断 す るの

は実情 に合 って いな い と思 い ます。

 む しろ、 しっか り した明快 な 文章 が書 け る力の あ

る人の 方が適 してい る と思 い ます。英 語 力 も専門 知

識 もそ こそ こ とい う人の 方が原 文 を しっか り読 ん で

明快 な 訳文 を作 成 で きるの です。

 英 語 力のす ぐれ て い る人は、 つ い 自分 の英 語 力 を

過信 して辞書 を引 く手 間 を惜 しむ傾 向が あ ります 。

また、専 門知 識の あ る 方は、 自分の古 い知識 で判 断

しよう とす る傾 向 が あ ります。

 いわ ゆ る産 業翻 訳 とい うの は、 ほ とん ど現 代が 対

象 です。執 筆 者 も同 じ時 代 に生 きてい る人間 です 。

翻訳 の読 者 も同時代 の 人で す。例 えば、マ ニ ュア ル

の翻 訳 では、一 般 に対 象読 者は一 般の ユ ーザ ーで す

か ら、専 門技術 者 で はない 人の 方が わか りや す い訳

文が 作れ る と思 うので す。

 また、 専門 用語 につ いて 云い ます と、例 えば、科

学技 術関連 で は、何 卜万語 とい う用語 が あ ります。

医学 分野 で も何10万 、いや何100万 語 とかの 用 語が あ

る とい い ます。 人間は とて も覚 え切れ な い。

 したが っ て、 専 門用 語は コ ン ピュー タに任せ て、

人間 は考 え るこ とに専 念す る。 どう表 現す れ ば、原

文の 意味 が読者 に明快 に伝 わ るか、 とい う方 向に 向

か って いか なけれ ばい けな い と思 い ます。 さて、M

Tシ ス テム は、 そ れぞ れの メー カ に よって多少 違 い

ます が、 今の ところ、 人間が 相 当手直 しを しなけ れ

ば通 用 しませ ん。 ただ、 人 間の手 が加 わ る と人間 の

レベ ル を越 え られ ない とい うこ とに注 意 して いた だ

きたいの です。

 と くに力の 低 い 人が 後編 集 した場 合 に は総 じて機

械 翻 訳の レベ ル より悪 くな る。MTシ ステ ム でで き

な い ところ は手が 出 ない か らその ままにな ります。

一 方
、MTの 方が よ く知 って いて よ くで きて い る部

分 を手直 しして しま うの で、結 果 的 には改 悪 して し

まうの です。

 です か ら、機 械 翻訳 の 前編 集や後 編 集 をす る人 は

翻訳 が で きる人 でな けれ ばな らな いの です。 翻 訳の

で きな い人 には無 理 な仕事 な ので す。MTシ ステ ム

を利 用す れ ば、 素 人で もで きる とい うの は、現代 の

間違 った神 話の ひ とつ だ と思 い ます。

◆ 英検 の資 格保 持者 と翻 訳 品質 との 関連 は?

口 これ も神 話 のひ とつです。 「お まえは英検 の1級 を

もって い るか ら、 これ を翻訳 して くれ」 とか、 「あの

人 は英検1級 を もって いるか ら翻訳 は 安心 で き る」

とかい う人が 意外 に多 いの で すが 、ほ とん ど偏 見 と

い って いい と思 い ます 。

 む しろ、先 ほ どお話 ししま した ように、 自称英 語

ので きる人の 場合 、悪 い面 の 方が 目につ くような気

が します。 確 か に、英 語 力の一 般的 な 力は相 当な も

の なので すが 、つ い 自分の 力 を過信 して しまい、辞

書 を引 く労 力 を省 い て しまい が ちなの です。

 多分 試験 制 度 に も原 因が あ るの か もしれ ませ ん。

従来 の試験 では、 試験 場 とい う密 閉 された場 所 で、

しか も辞書 の持 ち込 み も禁 止 され 、頭 のな か にあ る

もの が試 され るの です 。

 とこ ろが、 例 えば、(社)日 本 翻訳連 盟 が実 施 して

い る くほんや く〉 検定 とい う試験 があ りますが 、 こ

の試験 で は、 パ ソ コン通信 で も受験 で きる ように辞

書 、参 考書 、 ノー トな ど何 を見て もよい とい う制 度

に なって い ます。

 大切 なの は、知識 で は な く、 理解 力 と表現 力 だ と

い うわ けです。 まだ、 小規模 な試験 なの で、 一一般 の

人 には あ ま り知 られて い ませ んが、 今後 は広 まって

い くと思 い ます。

◆ これ か らの翻訳 の理 想 像 は?

口 個 人的 に は、執筆 者 と翻訳 者 と リライ タが 一堂 に

集 まって話 合 い なが ら訳 して い くの が理 想だ と思 い

ます。

 私 は、現 在 、 フ リー の翻訳 者 と してや っ てい るわ

けです が、 執筆 者 がわ か る場 合 、電 子 メール で質 問

を して い ます。 ほ とん ど、 す ぐ返 事 が きます 。
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 質 問の 内容 は、 原 文の解 釈 が複数 ある場 合、 原文

の誤 り と思 わ れ る箇所 、対 象 読者 が違 うの で、 こん

な意 味で 訳 した いが ど うだ ろ うか、...と いっ たこ と

です。

 日英翻訳 の場 合 、原 文 はu本 人 を対 象 に して 書か

れて い ます。 これ を 英語 に翻訳 す る場 合、対 象 読者

が 、例 えば、米 国 人、k国 人、 オ ー ス トラ リア 人 な

の か 、 あ るいはア ジアの 入なの か で表現 が違 って く

るか らで す。

 翻 訳 者は、 原文 の最 初の 読 者に な ります。 また、

リライ タは2番 目の,:p1L 1とい うこ とに な ります。この

人た ち に理 解 で きな い よ うで は、一 般;Y=u5Ltはまず理

解 で きな い はずで す。

 英 日翻 訳で も同 じこ とが;;zま す。英 語 の原 文 は

あ くまで 、英 語 を母国 語 に してい る 人を対 象 に して

欝か れ てい ます。 これ を 日本 語にす る場 合 、読 者 は

u本 人 にな ります 。

 いわゆ る直 訳で は、 な かな か意味 が わか らない。

逆説 的 なEiい 方 をす れば、 英 語の わか る ひ とな らわ

か る とい う訳 文が 多いの です。

 さて、 産業 界 全体 か ら兄 る と、例 えば、 マニ ュア

ルの 翻訳 で は、 ダンボー ル何箱 分 とい う大量 にな り

ます 。通 常 は 半年 とか1年 は かか っ てい たの ですが

そ れで は間 に合 わな い。

 タイム リー な翻 訳 で ない と情 報 と して の価値 が な

くな ります。 また、 翻訳 の個性 が 強 い と、全体 と し

て の統一 が とれ な くな ります 。

 そ こで ど う して も、従 来の職 人芸的 なや りかた で

は、時代 の 要請 に応 え られ な くな って い ます。 や は

り、 言語処理 技 術 を活 用 しなけれ ば 、問 題 は解決 で

きな いの です。

 ただ 、現 在商 用化 され て い るシ ステム は、 どう も

この よ うな現 実 を踏 まえて いな い よ うで す。 したが

って、 実 用化が 足踏 み して い る といっ た状 態 だ と誌

え ます 。

◆大 量翻 訳 の あるべ き姿 は?

口 現状 を踏 まえ る と、 ロー カル な 柔 らか い ネ ッ トワ

ー クで グループ の コ ミュニ ケ ー シ ョンを と りなが ら

や ってい くとい う形態 が いい と思 い ます 。

 文体 、 川語 、な どは、一一括 して管 理 しな い限 り、

大最の 翻 訳 を短期 間で しか も一一定の 品質 を維 持 す る

の は困難 です 。 また、 最近 の 英 文は必 ず しも明快 な

文章 ばか りで は あ りませ んの で、 意味 不明 な場 合の

9

対 処 の仕 方 も大切 に な ります 。

 実務 の世 界 では、 いつ も時 閻 とコス トが問題 に な

ります。 原 文 に忠実 な翻 訳 を原taiに して、 読者 にわ

か りや す い翻 訳 まで、 さ まざ まな レベ ルが あ ります

が 、 その レベル に応 じて翻訳 料 金 もLが る とい うシ

ステ ムの コ ンセ ンサ スが 必 要だ と思 い ます。

 翻 訳 者 とチ ェ ッカーの 役割 分担 、発注 者 と翻 訳会

社 の役割 分担 な どを明確 に して い く必 要 もあ ります

特 に、 発注側 に翻訳 の品 質 を客観的 に判 圏1できる 方

が あ ま りいな いこ とも大 きな問題 です。

◆翻訳 は技 術 的バ ックグ ラ ン ドが な くて も可能 か?

口結 論 か ら z.ば 、 ・r能だ と思 い ます。 先 ほ ど もい

い ま したが、 この業 界 には困 った神話が あ ります。

専門技 術 者 と翻 訳 者 とは タイプ が違 う と思 い ます。

 例 えば 自動 車の翻 訳 をす る人 は、 整備isの 免許 を

もって い る人で な い とで きないの か、 あ るいは、 運

転 免許証 を もって いな ければ で きないの か。 そ んな

こ とはな い と思 い ます。

 同 じ車 とい い ま して も、み な さんが利 川 して い る

マ イ カーか ら兄 る世 界 と、 タ クシーや トラ ックな ど

の職 業 と して運 転 して い る人た ちのqtrは かな り違

い ます。 当然、 仲 間内 で しゃべ る{1 も違 い ます。

 ところが 、翻 訳 とい う佳事 は、 自分 た ちの狭 い 世

界 か ら別 の 八々 に情 報 を伝 え るこ となの です。

 極端 な 言い 方 をすれ ば、技 術 者はids.眼、 翻訳 者 は

複眼 、で あ る と思 い ます。

 したが って 、例 え ば、技 術分 野の翻 訳 者に とって

必 要 な資 質 は、技 術 者 と話 しが で きる こ となの です 。

技 術者 が うま く表 現 で きない こ と、 原 文の 表現 の ま

まで は読 者 に意昧 が1一分伝 わ らな い と思 われ る 部分

を質 問で きる力、 あ るい はそ うい う方向性 を もって

い る人が 適 して い るので す。

 今 後 は、翻 訳 を発 注す る側 も受注 す るtllilも、 お'1二

い に納得 で きる座 標 軸が必 要にな る と思 い ます。良

い翻 訳 と悪 い翻訳 を区別 す る基 準 も必 要です。 そ う

しては じめ て今後 の 展望 が開 け る と思 うので すが 、

まだ 、時 間が か か る と思 い ます 。 そのた め に も、機

械 翻 訳 協会 とか、 翻 訳連 盟の ような公的 な機 関が 率

先 して 試案 をlu_間に提 示 して いか なけれ ばな らない

と、 考 えて お ります 。

(この 原稿 は、5111211利 用技 術研 究 会で講 演 した

記録 テ ープ を もとに筆 者がIkき 直 した もの です)
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一
ATR音 声 翻 訳 通 信 研 究 所

「自動 翻 訳 電 話 日 ・米 ・独 間 の 実 験 成 功 」

「ATranslating Phone for Overseas Calis」

 これ らは1993年1月28日 か ら29【1にか けての 国 内

外の テ レ ビや新 聞 で大 々的 に報 道 され たニ ュー スの

見出 しで す。世 界 で初 めての 日本 、ア メ リカ、 ドイ

ツを国際 回線 で結 んで 話 し手 の 言葉 を相 手 方の 言葉

に変 えて 実時 間で伝 える実験 は、 夢 を現 実 に近づ け

る もの と して一 般の 人々に も高 く評価 され ま した。

 この よ うな国 際間 の翻 訳電 話実験 の 大成 功 を花道

にATRrl動 翻 訳電 話研究 所は7年 間の所 期の 目的 を

果 た し、 この度 新 た に、ATR音 声翻 訳通 信研 究所

が関 西学術 研究 学園 都 市 に発足す るこ とにな りま し

た。 これ もひ とえに基盤技 術 研究 促進 セ ン ター及 び

NTTを は じめ 多数 の民 間 出資法 人の ご協 力 とご支

援 の 賜で あ ります。

 新 しいATR音 声翻訳 通信 研究 所 は 「高度音 声翻

訳通f言技 術の基 礎研 究 」 を研 究 テー マ に1993年 か ら

2000年 の7年 間 を予定 して い ます。新 しい研 究所 で

の研 究活 動 は前身 のATR自 動翻 訳 電話研 究所 の 先

駆的 技術 レベ ル を引継 ぎ、個 々の要 素技 術の完 成 度

を高め、 そ れ らを統 合 化 して い くこ とにあ ります 。

 現 在 の 爵声翻訳技 術 で は話す 入が翻 訳 システ ム を

相 当意識 す る必 要が あ ります。例 えば 話 し手 は だれ

で も よい とい う訳 にはい きませ ん。また話す 内容(話

題)、 言葉 の種 類 、言 葉の 区 切 り、 文法 に則 っ た文

型、 話す速 度 な ど翻訳 シス テム に合 わせ る必 要 があ

ります。 この状 態か ら脱 皮 し、 話す 人 が翻訳 システ

ム を意識す るこ とな く、普 段 の話 し言 葉で喋 り、 そ

れ を 自動的 に即 座 に相手 の 言葉 に変 えて伝 え るこ と

が理 想で す。特 に言葉の ハ ンデ ィを強 く意識 して る

日本 人が言 葉の壁 を全 く意 識せず、自由に外 国の人 々

と話 が出 来た らどんな に素晴 ら しいで し ょう。 ビジ

ネ スに、観 光 に、 日本 人の活 動範 囲 も益 々広 くな る

もの と期 待 され ます 。

 この よ うな理 想的 な 音声翻 訳通信 は、社会 で の期

待が 大 きい反 面、 克服す べ き困難 な課題 が 山積 して

ます 。話 し言 葉 には特有 の くだ けた言 い回 しが あ り

時 に は言葉が 省略 され た り、順序 が倒 置 され た りし

ます。 もう少 し詳 しく見 てみ ます と、 図1に 示 す よ

うに認識 を難 し くす る音声現 象 として話者 よって異

なる発 音、 不明 瞭 な発音 、抑 揚 ・強調 の あ る発音 な

どが あげ られ ます。 また、翻 訳 を難 し くす る言語現

象 と して、会 話 の状 況 に依 存 した多様 な表 現 、意 図

や 態度 を表 す表現 、 断 片的 ・非 文法 的 な くだ けた表

現 な どが あ ります。 コ ンピュー タ に とって苦 手な 処

理 なの です 。 これ を解決 す るた め には従来 の 手法 に

とらわれず 、新 しい手法 が必 要 にな ります 。 そ こで

課題 を次の4つ に整 理 しそ の基礎 技術 の確 立 を図 り

ます。

(1)自 然音声認識技 術

 通 常の会 話 で は、話 す速 さ、 音の大 きさ、 スペ ク

トル な どに音響 的 変形 が生 じた り、会 話の 途 中 に「え

一」 「ん 一」… … とい った間投 詞や 無 意味 な 音が挿 入

され た りします。 この ため従 来 の静 的 な処理法 だ け

で は認識精 度 を上 げ る こ とはで きませ ん。 この 問題

を克服 す るため、 音素 モデ ルや 言語 モ デル を発話 状

況 に合せ て動 的 に適応 、再構 成 す る手法 を確 立す る

こ とが必 要 です。 また人間 は不特 定話者 の音 声 を認

識 で きる と ともに新 しい話 者の 音声 の特 徴 に迅速 に

適応 す る能 力が あ ります。 従来 の 音声 認識 では 話者

の音 声特性 を標 準 話者 の特性 とマ ッピ ングす る方法

が採 られて い ます 。 この機 能 を人 間の 認識能 力 に近

づ け るため には、 マ ッピ ング自体 の改 良は もと よ り

マ ッピン グをア ダプ テ ィプ に適 用 す る手法 の確立 が

必要 で す。

(2)発 話韻律処理技術

 人間 が喋 る音 声 には文 字で表 記 で き る狭 義の 言語

情報 以 外 にア クセ ン ト ・イ ン トネー シ ョンの よ うな

韻律 情報 や 発話 の意 図 な どを暗 に示す 汎言 語情 報 が

含 まれ て い ます 。人 間 は この 両者 を利 用す るこ とに

よ り内容伝 達 を正 し く理解 します 。従 って高度 な 音

声翻 訳 通信 システム で は狭 義 の言 語情 報 に加 え、 こ

の 汎言 語情 報 を抽 出 す る手法 の確 立が 必要 です 。 更
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にア クセ ン ト ・イ ン トネー シ ョンや 話の テ ン ポ ・リ

ズム な どの 韻律 的特性 を制御 す る規則 を構 築 し、 自

然 で 多様 な音 声 を作 成す る音声 合成技 術 の研 究 も進

め て い ます 。

(3)協 調 ・融合 翻 訳技 術

 自然 な対 話 では 発話 の状況 や相 手 の知 識 を想定 し

た断 片的 な表現 、 それ らの 問 に不規則 に挿 入 され る

別の 意図 を持 った 表現 、更 に は倒 置 、1.ζい 直 し表 現

な どが 現 れ ます。 この ため 規則 に基づ く翻訳(規 則

セ導翻 訳)だ けで は限 界が あ ります。 これ を補完 す

る技術 として、 句や節 のパ ター ン とそ の対訳 用例 を

収 集 してお き、 入 力され た 痔声 を句や 節の パ ター ン

に分 解 し、最 も似 た 用例 を抽 出す る手法(用 例 主導

翻 訳)も 有望 です 。 そ こで、 翻訳 過程 を規 則 主導翻

訳、 用例 主導 翻 訳、 さらに は内容 理解 に基づ く翻訳

な どの 部分 問題 に分解 し、 その後 、 各部分 問題 の解

を組 み 合わせ るこ とに よ り最 も確 か ら しい翻訳 を導

出 す る基 礎技 術 の確 立 を図 ります 。

(4)音 声 ・言語統合処理技術

 自然 な話 し言 葉を 正 し く理解 す るため に は音声 処

理 とF-i語処 理の 情報 を 圧いに利 用 し、 その相 乗効 果

に よ り精度 を高め る 事が有 効で す。 例 えば 、不 用語

とみ られ が ちな間投 詞 や副 詞の 言語白く」機 能 か ら後続

の 音声表 現 を予測 し、11wi認 識率 を高 め るこ とが で

き ます。 また逆 に音 声の抑 揚や 強 調な どの韻 律情 報

を用い るこ とに よ り7SIL4コNfl処理 での構 文や 意味 の曖 昧

さ を解 消 した り特 別 な意 図 を抽 出 す るこ とが"∫能 と

な ります。 このEI}`処 理 と、言語処理 の接 点が"発 話

の状 況、 にあ る こ とに 11し 、両 折の結 合 につ いて

研 究 します。 また 音声関連 の研 究 を進 め るため には

実 際の 音声 ドぎ語アー タを収 集 した大規模 デ ー タベ ー

ス が極 めて 重要 とな りますの でそ の作成 に取 り組 み

ます。

 当研究 所 は 上述 した4つ の 課題 の解決 に積 極的 に

取 り組 む た め4つ の 研究 室 と企 画 課 を配 潰 して い ま

す。 研 究員 は 出資機 関 か らの 派遣職 員 に加 え、欧 米

か らの 研究 者 も大 勢い て、研n では 日本語、 英 語、

仏 語、 独語 が 飛び 交 ってい ます。1、二声翻 訳 通信 の研

究 に必 要な国 際的 な環境 が で きあが って い るので す。

 この よ うな環 境 の 中で、 研究 月標(夢)を 高め に

掲 げ また 内外 の研 究機 関 と協 力 して研 究 を進 めた い

と思 って い ます。 来 るべ き21Uk紀 におい ては 「異 な

る 一,語間 の グ ローバル コ ミュニ ケー シ ョン」 が ます

ます現 実 的 な要求 にな る もの と思 わ れ ます。 本研 究

プ ロ ジェ ク トの高 度 音声翻 訳 通信技術 が この グロー

バ ル コ ミュニケ ー シ ョンにお いて お役 に立 て るよ う

全研 究所 員 が一 丸 とな って 努力す る所 存です 。 今後

と もご理 解 ご 支援 を よろ しくお願 い しす 。

 (株)エ ー ・テ ィ ・ア ール1、」:i訳 通 信研究 所乙

      社 長 111崎 泰 曜、
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図1 音声翻訳通信における研究課題と解決技術
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一
タイにおけ る機械翻訳 と言語知 能研 究所の役割

 タ イの研 究者 が タイ語 を コン ピュー タ上 で処理 で

きない か、 と検討 を始 め てか ら40年 以 上 が経 と うと

してい る。 これ まで、 この 分野 の研 究 は タイ語 ワー

ドプ ロセ ッサ の開 発 とキ ャ ラク タ ・コー ドの割 りふ

りが メイ ンフ レーム上 で始 ま り、 さ まざ まな分野 の

研究 者の お骨 折 りに よ って 、今 日で は コ ンピ ュー タ

端 末で なに不 自由な くタ イ語の 文章作 成 ・読 み取 り

を行 うこ とが 出来 るよ うにな った。

 一 方、英 語 タ イ語の機 械翻 訳 シス テム(MT)開

発 は、1981年 に フ ランスの グル ノー プル大 学 か ら技

術支援 を受 け、 タイの研 究者 グル ープ が始 め た通称

『ARIANE(ア リアー ヌ)プ ロジ ェク ト』 に端

を発 してい る。 しか しなが ら、 タ イ語独特 の あ い ま

い性 が ネ ック とな ってプ ロ ジェク トその もの の進 行

は遅 れ、将 来 的 な検 討 課題 と して タイ語特 有 の問題

点 を 多 く示唆 す るに止 まった。 またこの 時期 、部 分

的 にで はあ るが、 他国 語 との比較 を通 して見 た タイ

語 の 言語 学的 な系統 化 モデ ルが示 され た。 この点 に

つ いて は、 タイ語 の完壁 な言語 モデ ル構 築 に至 らな

いのが現状 だが、 それ に もか かわ らず、 タ イ語の 文

章 を 自由にパ ー シ ング し生 成す るシス テムの 開発 に

情熱 を燃 や す研究 者 は後 を絶 たな いの も事実 で あ る。

 もう一 つ、 タイ語のMTに 関 す る研 究 は、 ア ジア

地域 の 多言語 間機械 翻 訳 シス テム(MMT)の 研 究

開 発の一環 として、国立 電 子 コ ン ピュー タ技 術セ ン

ター(NECTEC)と 日本 の 国際情 報 化協 力セ ン

ター(CICC)と の共 同事 業 が、1987年 以来 進 め

られて来 た。 これ は タイ語 を合 む五 力国 語(中 国 語、

マ レー シア語 、 イ ン ドネ シア語 、 日本 語)の 相 互 間

の翻 訳 を中間 言語 「イ ンター リング ァ」 を利 用 して

行 うもの で あ る。 多言 語間 のMTに は この イ ンター

リン グァ方式 が有 効 と思 わ れ、1995年 初頭 の事 業完

成 見込み で ある。

 MT開 発事業 が 開始 され る下地 には、 タ イ語 を母

語 として さまざ まな研究 を進 め る と言 語上 の ハ ンデ

ィキ ャ ップ を負 う、あ るい は学術 活動 上 タ イ語 を使

うため に起 こる不利 益 な どを憂慮 す る声 が、 タ イの

研究 者の 間か ら上 が った とい う背 景が ある。 そ こで

コン ピュー タ技 術者 と言語学 者 を各大 学 か ら集 い 言

AAMTジ ャー ナル iz

語 のデ ー タを ど う整備 し、構 文分析 アル ゴ リズム に

反映 す るか、 研究 が始 め られ た。研 究 開発プ ラ ンは

具体 化 し、 タ イ語 の 文章 の分析 ・生成 、 また タイ語

の基 本語 お よび専 門用 語 の電 子化辞 書作 成 、翻訳 支

援 シス テム、 タイ語 入出 力 システ ム、 お よび これ ら

の構成 要 素の統 合 システ ム と、そ れぞ れ進 め られ て

い る。 国 か らは モ ンク ッ ト国王 ソー ンプ リ技 術研 究

所(KMITT)と モ ンク ッ ト国 王 ラ ドグラバ ン ド

技 術研 究 所(KMITL)か ら技 術 支援 を受 け、翻

訳 シス テム は定量 的 に も定性 的 に も向上 しつつ あ る。

 NECTEC=CICCのMMT研 究 開 発事業 は

国 内の 多 くの 研究機 関 や大 学 で 自然 言 語処理 分 野へ

の取 り組 みが 意欲 的 に進 め られ る状 況 が見 られ るよ

うにな った。 研究 課題 と して は、 タ イ語 の 文章 の構

文分析 が最 も多 く取 り上 げ られて きた。 チ ュ ラ ロン

コン大 学 の タ イ語 文章 パ ーサCUPARSEは 従 属

文法 アプ ロー チ を採 用 、AITはGPSGに よ る文

章パ ーサ と、 さま ざまな アプ ロー チが見 られ る。 ま

た、 タ イ語特 有の 言語 的特 徴 につ いて も、 それ ぞれ

課題 を絞 っ た研究 が行 わ れ る と聞 いて い る。 この よ

うに、言 語学 的 な面か らの視点 を交 え、 大規 模MT

システ ムの構 築 を実現 す る基礎 固 めが行 わ れ て来 た

こ とを評 価 した い。 タ イ語 をソー ス言語 と して もタ

ーゲ ッ ト言語 と して も扱 え る ようなMTが
、近 い将

来 いろ いろ な機 関 か ら実 用化 され る事 を期待 す る。

 言 語知 識研 究所 、通称Linksは1992年 に国立 の研

究機 関 として設立 され たNECTECの 下部 組織 で 、

タ イ政 府 の全 面的 助成 を受 け、 自然 言語 処理(NL

P)とAIの 分野 で研 究 を進 め る もの で あ る。 また、

国 内の研 究活 動 を奨励 す るた め に も知的 資源 の提 供

を行 う とい う役割 を果 たすため、Links自 身が情報 セ

ンター とな る構 想 で あ る。

 Linksの 目標 は以下 の とお りで あ る。

1.情 報 処理 、NLP、 大 規模 デ ー タベ ー ス な どの

 研 究 に関す る情報 を集 め、評価 す る。

2.NLP、AIに 関 す る研究 を通 じて、 シ ステム

 開 発の 妥 当性 を評価 す る。

3.シ ステム 開発 の共 同事 業 を行 い、国 内 の私企 業

 関係 団体 にお け る高 度研 究 の知的 資源 ・資 金 の ポ



 テ ンシ ャル を高め る。

 MT開 発 にお け るLinksは 、 NECTEC=CI

CCのMMTプ ロ ジェ ク トに参加 し、 タイ語 シ ステ

ムの 開発 が他 の四 力国語 とイ ンター リング ァ経 由 で

整 合 す る よう指 導 す る役割 を負 う。 この点 で はCI

CCの 多大 なご支援 に よって、 現段 階 で は システ ム

開 発 にお け る コーパ ス と して厳 選 したタ イ語の 文章

を用 い られ る まで に な った。 今 後 の改良 の成 果 と し

て、 実用段 階へ もっ て行 く見通 しが 立 って きた。

 MMTプ ロ ジェ ク トの所期 の 目的 は、 あ くまで も

参 加 各国 が多 国語 間で デー タ交 換 を効率 的 に行 うこ

とで あ り、 そ のた め に必 要 な情 報 を準備 す る ツール

と して、MMTの 完 成 がぜ ひ待 たれ る ところで あ る。

 ところ で、 開発段 階 で は翻 訳 結果 の精 度 を評 価す

る コーパ スセ ンテ ンスを用 い たが、 この コーパ スベ

ー ス に加 えて テキ ス トベ ー ス
、 語句 辞書 べ 一ス 、文

法 ル ールベ ー ス を揃 え、 将 来的 な開 発 に向 けて貴 重

な資源 と して活 用 し定期 的 に シス テム評 価 を行 い現

実 の文 書翻 訳 ニー ズへ対 応 させ た い と検 討 中で あ る

る。

 コン ピュー タ技術 者、 言 語学 者の 緊密 な協 調 関係

に より、 ここ数 年MT技 術 に関 して双 方の 專門分 野

で さ まざ まな問題 が解 決 され て来 た。 中で も最 大検

討課題 は コン ピュー タ 、亨語学 の問題 とい うよ りタ イ

語の 言語 的 な特 徴 そ の ものに起 因す る もので あ って、

タ イ語の 文章 表現 で は文 単位 に区切 らない こ とか ら

文の 認識 が大 変困 難 とな り、 その ため、 語 ・文の 認

識 処理 が難 し く、 未だ に 語の区 分 を完全 に動化 す る

有 効 なア ル ゴ リズム を得 てい ない。 同 じうに、 文 章

構 造 の表現 も的 確 な モデル を 兇いだ して いな い。 こ

れ ら根 本的 な 課題 が解決 され、MT開 発の 次の 段階

へ進 む こ とが 出来 る よ う、 今後 の研究 成果 に期 待 さ

れ る。

科学 技 術環境 省

国立 電 子 コ ン ピュー タ技 術セ ンター

言語 知識 科 学研 究所

ヴ ィラ ッチ ・ソー ン ラー トラムヴ ァニ チ

(所在地) RAMAVJ ROAD RAJTHEVJ

BANGKOK 10400 THAILAND

  AAMT法 人会 員

自動翻訳 システム を利用 した

              「韓 国 ニ ュ ー ス速 報 」
(株)高 電 社(本 社 大阪 市)で

は韓 国 の最 大通 信企 業体DAC

OMが 運営 す る[千 里眼]か ら

中央 日報の ニ ュー ス を去 る2月

24日 か ら提供 して い ます。 これ

は高 電社 が韓 日機械 翻訳 機 で翻

訳 しPC-VANとKDデ ー タ

バ ンクに 日本語 で提 供 してい る

もの です。 会 員はパ ソ コン通 信

かFAXを 利 用 して最 も早 い時

間 帯 で韓 国の ニ ュー スを知 る事

が で きます。 内容 は政 治、経 済 、

産 業、 金融 、証 券 のニ ュ ースの

他観 光案 内 も行わ れ てい ます。

PC会 員 はPC-VAN又 はK

OUDENSHA:KDバ ンク

に加 入す る、料 金 は50円/分

FAX会 員 は3回/日 送信 、

20,000円/月

($06-628-8880,03-3256-3061)

提供(株)高 電社KDデ タバ ンク

韓国 主 な二1一 ス

 政治 ニュース

 経済 ニュース

 北朝 鮮二S一 ス

  産 業・企業二S ス

 金融 ニ ュース

  証券ニ ュー ス

  観光案内

 DACOM

Cho11¶an

〔韓国最大通ra企 叢休 〕

KDデ ー タバ ンク →
自動翻訳

本文訂正

・本一 ・↓

コ

KDデ ータバンク

LostComputer

      ゲー トウェイ

PC-VAN  E一

6666
く《 会 員 》》

FAx新 聞

ICD-NBT
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一
KAlST/CAlR(韓 国 高 等 科 学 技 術 院)

  CAIRデ ジ ョン校 コンピュータ科学科 ケ イ ス ン ・チ ョイ教 授

#KAlST/CAlRの 概 要

 KAIST/CAIRは1990年 に設 疏され 、KO

SEFに 認 定 された機 関 で ある。MT関 連 の過 去3

年間の研 究 実績 と して、MATES/EK(英/韓

MTシ ステム)を 開 発 した。 韓 英MTシ ステム は 目

ド開 発中 で、 自動通 訳 シ ステムの・環 と して会 話べ

一 スの 翻訳 を 目指 す 。

 r没:ウニ{トー199〔〕ぐF

 職 員数;約377八

 最近 の 大規模 プ ロ ジ ェク ト=

    韓国 語情 報処理 プ ロ ジ ェク ト

    知能 知覚情 報 シ ステム

    マル テ ィメデ ィア ・コ ンヒュー タシス テム

Lな プ ロ ジェ ク ト提 携 先=

    KOSEF基 礎 研 究開 発資 金 に よ り運営 さ

    れ る企 業 ・研 究機 関 との提携

将 来的 な ゴール ニニ:高度情 報処理技nfrの開 発

    英/韓MTシ ステム

    MATES/EK

    (機械 翻訳環境 シ ステム/ uii→韓国 語

#プ ロジ ェク ト概 要

 このフ ロ ジェ ク トは、UNIXワ ー クステ ー シ ョ

ンお よびパ ー ソナ ル コン ヒュー タLで 作動 す る機械

翻 訳 シ ステムの ア ロ トタイブ の開 発 を 目的 と して、

韓国 高等科学 技 術院(KAIST)と システ ム技 術

研 究 所(SERDを 中心 とす る開 発 グル ーフ が 行

った もの であ る。

 実 施期 間 は1988年8月 よ り1992年5月 まで で、韓

国科 学技 術省 お よび民 間2社(ダ エ ウー ・テ レコ ミ

ュニ ケー シ ョン社 、サ ンス ン電機 社)の 支援 を受 け

た。

#プ ロジ ェク ト抄史

 プ ロ ジェ ク トの 初期段 階 で は機械 翻訳 システ ムの

開 発の 妥 当性 の評 価 を、1果題 と して、 小規 模のMTシ

テム を汎 用 リスブLで 開IL、 作 業時 間の 面で 多少課

題 を残 したが、 この シ ステム が ト分評価 され 、 これ

をべ 一 ス と して 規模 が 大 き く実 用性 を持 つ もの と し

て英/韓MTシ ステ ムMATES/EKをC言 語 で

設計 開 発 に取i)組 み 、現 在、MATES/EKは 英

文の 韓 国語 訳 を高速 処理 で きるシ ステム と して完 成

した。

#MATES/EKの 設計 思想

 MTシ ステム は構 成 要素 をそれぞれだんだん改 良・

拡 張 しなが ら開 発 す るのが 常識 で あ るが 、MATE

S/EKも その例 に な らい、 まず環境 の 設 定に つい

て文法(書 き込み 、改 良、拡 張)お よび辞書操 作 と

の兼 ね合 い で開 発方針 を決 め る ところ か ら着 手 した。

また、環境 の 設定 に次 い で 文法 書 き込 み用 の 言語C

ANNA(3種 のtransformatonを 使 用)お よびA

CF文 法(コ ンテ クス トに縛 られ な い拡 張 文法)を

開発 した。 前 者は意味 分析 、 変換 、 文生成 に、 また

後者 は 文 章の分析 に用い る。 辞,射菓作 を簡 便化 す る

ため 辞1警1ニツール と してエ デ ィタ、 コンバ ー タ、 イ ン

タープ リタを組 み込 んで あ る。MATES/EKは

トラ ンス フ ァ方式 を採 用 、文 生成 に 至 る翻 訳 は3段 階

(英 文分 析 、 英語一→韓国 語 変換 、韓 国語 文生成)で

行 う。

#MATES/EKの 特徴

 コア と して以 ドの特 徴 を持 つ。

※文 章の形 態 素解析 を川 いる副次 的 な語 の把握 と無

 条件 の あい まい性 排 除

※ACF文 法 に よ る一一般 化LRパ ー サ ーの採 用

※分 類的 規則 と辞,tr貝ljの 併 用 によ る辞,甚;;変換

※ 文法 のbF明 性;文 法 、1ぎき込み 、ζ語CANNAを 採

 用 、3段 階 の 変換 を行 う

 MATES/EKの 開 発に関 して は、 文法 の 開発

 に3タ イプ のサ ンプ ル 文 を川 いた。

※ 文法 のスケル トン構 築=Quirkの 英文法,irr lから採 用

 した.文(259点)

※ 英文の 文 章構 造の パ ター ン化=ヒ ュー レッ トパ ッ

 カー ド礼の 英文 ス タン ダー ドセ ッ トか ら採 用

 (909鼠{)

※電f/電 気関 係の 文法 の採 川eIEEEコ ンピュ

AAMTジ ャー ナ ル is



 一 タ専 門誌 か ら例文 の採 用(1708点)

 上 記 のサ ンプル 文 は シス テム開 発段 階 に引 き続 き

 シ ステム試験 で も用 い た。 これ らの翻 訳 結果 は、

 MATES/EKの パ フ ォーマ ンス が(翻 訳 ス ピ

 ー ド ・成功 率の 両 面で)文 の長 さに大 き く依 存す

 る と評 価 され た。サ ンプ ル 文の98%を 占め る14ワ

 ー ド以 下の 文で は翻訳 が ス ムー ズに行 わ れ たの に

 対 し22ワ ー ド以一r.の文 では成功 率 が80%を 下回 っ

 た。

   「

#MATES/EKの コア構 成

 辞書 、 文法 書 き込 み言 語CANNA、 CANNA

を用 い る文法 、英 文形態 素 的 アナ ライザ 、韓 国 文形

態 素的 ジェネ レー タ よ り構 成 され る。

※辞 書 電 子/電 気分 野2万 語 一般 分野3万 語

 変換 辞書 に技 術 用語辞 書、 辞 書規 則辞 書 を持つ

※文法 書 き込 み 言語CANNA基 礎 オペ レー シ ョン

 と して3段 階 の 変換 を行 う文法 ラ イタ に対 し以 下

 の機 能 を与 え る。

 一変 換辞書 か ら訳 語 を ダイナ ミックに抽 出す る(分

 類 規則 と辞 書 規則 の併 用〉

 一 あい まい性 の処 理 を行 うフ ィル ター機 能 、採 点

 機 能

※英 文形 態 素的 アナ ライザ

 基 本 的 な機 能 と して語 の把 握 と接 辞の 処理 、複 語

 の把握 と慣 用 語 句把握 を行 う。 よ り効 率的 な分析

 の ため 、分 類Lの あい まい性 を解 決す る。

※.英文文 アナ ライザ

 ACF文 法454項 目

※英 文意味 ア ナ ラ イザ

 インプ ッ トと して英 文文 ツ リー を取 り、 英 文意味

 ツ リー をア ウ トプ ッ トす る。 この過程 で、 フ ィル

 タ機 能、採 点機 能 に よ り文の あい まい性 を解 決す

 る。

※英 文の韓 国 語へ の 変換

 辞 書 変換 と構 文変 換 を行 う。

 前 者 は変換 辞 書 より的確 な訳語 を毒註i出す る。

 後者 は英 文の 意昧 表現 を韓 国語 の意味 表現 に変換

 す る。

※韓 国 語 文 ジェ ネ レー タ

※韓 国 語形態 素 ジェネ レー タ

#将 来 の展 望

MATES/EKの 現 代バ ー ジ ョンは商 業べ 一 ス

のMTシ ス テムの プ ロ トタ イプ とい う性 格L、 今

後 は他 分野 の翻 訳 を行 うべ く辞Ifirr-,および 文法 の拡

 充な ど開発 を進 め る。 また翻 訳晶 質 を高め るため

あい まい性 の処 理 に関 して ハイブ リッ ドなアル ゴ

 リズム 開発 に集 中 す る所 存 であ る。

(開発品 は機械 翻 訳 サ ミッ ト展 示会 に出 品のr定)

System Configuration

F°rcan

sentence
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技術早分か り(7Q)

機 械 翻 訳 用 の 辞 書

 今 回 は、機械 翻 訳川 のfti'ii'につ いて紹 介 します。

第1回 か ら第6回 まで機械 翻訳 を 支え る形態 素解析

構 文解析 、 意味解 析、 文生 成 とい った技 術が 紹介 さ

れ て きま したが、 これ らの 処理 の 全ての フ ェー ズに

わ た り基礎的 な1㌃語 デー タを提 供す る辞;H_につ いて

の お話 です。

 一口に機械 翻 訳用の 辞 、警;:と言 一・て も、 その 処理 ノ∫

式 の違 い に よ り様 々な形態 の辞t+.が存 在 します。 原

文の中 の語 を訳 語に 置 き換 えて翻 訳す る直接 翻 訳 方

式 で は、訳 語、 品詞 な どの 極め て 単純 な 文法 的機 能

の情 報 しか 必 要あ りませ ん。構 文 トラ ンスフ ァ方式

にお いて は、構 文木 を作成 す るた めの ド位範 疇 化や

変形 とい った情 報が 必 要です が、 語義 、格 フ レーム 、

な どの 細か い意味 レベル の情 報は 必 要あ りませ ん。

,㌃語 独 、零'二の 意味 戎現 を介 して翻 訳 す る中間,書語 方式

(ピボ ッ ト方式)で は、 形態 ・統 語 ・意味 ・文脈 の

全ての レベ ルの 、㌃語現 象を扱 っ た辞 、1;:が必 要で す。

また 、用例 べ一 ス翻 訳 方式 で は、 文字列 と して の類

似 度 とシソー ラ スを基 本に して いるた め、 形態 素解

析 川の情 報 や構 文解析 用 の情 報 を記述 した 辞 丼は必

.y;ありませ ん
。

 現 在、 世界中 には30を 越 える機械 翻 訳 シzテ ムが

あ り、 また、 白然 、㌃語処理 シス テム まで範 囲 を広 め

れ ば、その 数 は100以Lあ ります。これ らの シ ステム

はLに 述べ た 方式 や採 用 してい る文法 に違 いが あ り

これ らの 方式 を ・r能に して いる個 々の 辞 井の差 に焦

点 を当て て も質 的意味 はあ ま りあ りませ ん。 従 っ て

観 点 を辞 、1沖心 に変 え て、様 々な機 械翻 訳 方式や 技

術に役 、'1二て るこ との で き るδ語資源 とLb 1[1を7L倣 し

どの よ うな情 報 の蓄積 が必 要 とされ てい るのか 、 ま

た、開 発の現 状 は どの よ うであ るのか につ いて お話

し したい と思 い ます。

1.冊 子体辞書と機械翻訳用の辞書 との違い

 シ リー ズ の 第1回 に 冊 ∫・体 辞,ll:との 違 い が 簡 単 に

説 明 さ れ て い ま す が 、 こ こ で も う少 し詳 し くそ の 違

い を述 べ てみ た い と思 い ます。 な お、L述 の よ うに、

ここで は機 械 翻訳 用の 辞書 に、 方式 に捕 わ れ ないLJ

語資源 としての汎 用辞 潜(つ ま り電/一化 辞i射 を想

定 します。

 人間が 自然 言語でtr-,かれ た 文 章を理解 した り作 っ

た りす るた めに は、 占 葉の 意味 や その 用法 を知 っ て

い なけ れば な りませ ん。 同様 に コ ンピ ュー タに よる

自然1言語処理 も、辞 辞の 中 に盛 り込 まれ た情 報 を も

とに して行 矛)れます。 つ ま り、 コ ンピ ュー タが 自然

言語 を入間 の様 に処理 して い くため には、 自然 言語

を理 解 す るため に必 要 な情 報や、 自然 言語 を使 い こ

な すた めの情 報 な どの知 識 を盛 り込ん だ非 常 に大 規

模 な辞 辞が 必 要 とな ります。

 従来 、電f辞 陛(機 械 ・∫読 辞 、射 とい う 名前で、

出版 物 と してのIIYFiの 内容 をその まま記憶媒 体 に蓄

積 し、機 械 的手段 に よって、 その 内容 を参照 、利 用

す る辞 書が い くつ か開 発 され て い ます 。 しか し、 こ

れ らの 電子 辞書 は 人間が 参照 し、 理解 す るた めの も

の で あ り、機 械翻 訳 用の 辞i量桂 は異 な ってい ます。

 機 械 翻訳 用の 辞書 は、 人間 用の 辞 、婁1:の単な る機械

可読版 で はな く、 コ ン ピュー タが 自然 「琴語 を理 解 す

るため に必 要な情 報 をす べ て盛 り込 んだ もの でな け

れ ばな りませ ん 。 人間 用の辞 評;:は用例 に よって 言葉

の 意味 内容 の理解 を促 す こ とが 多 く、 スペ ー スLの

制約 もあ り、細 か い記述 が な され て いな い場 合が 多

い様で す。 この た め、膨 大 な常識 や 高度 な推 論能 力

を持 つ 八間 に は役r'1ち ます が、機 械処 理 用 にその ま

ま流 用す る こ とは 不"r能 です 。 また、 語釈 文の中 に

現 れ る 言葉が その 言葉の どの 意昧 で使 用 され て い る

の かが 明記 され た ものや 、 語 と語の 共起や 使 い 方の

違 いが 網羅 的 ・体 系的 に記述 された もの は あ りませ

ん 。

 機 械 翻訳 用の 辞 詐 には、L1 の意味 、つ ま り、 単

語が 表す こ との で きる概 念 と、 その 単語 がそ の概 念

を表す と きの 文法 的特 性 、 また、 そ の概 念 を コン ピ

ュー タが理 解す るため に必 要な 知識 が格納 され てい

なけれ ば な りませ ん。

AAMTジ ャーナ ル 16



 従 って、機 械翻 訳 用の 辞書 は、 冊子 体 の辞書 と比

較 が して、次 の ような特徴 を持 つ こ とが 条件 とな り

ます 。

(1)一 般的 な文章 で用 い られ る語 彙 を網 羅 した大 規模

 辞書

(2)本 格的 な意味 処理 に必 要 な知 識べ 一ス を備 えた辞

 書

(3)大 量 の テ キス トに基づ く高 い客観性 を持 つ辞 書

(4)言 語 や分 野等 に対 し高 い一般性 を持つ 辞 書

2.辞 書の内容 と役割

 次 に、 機械 翻 訳用 の辞 書 に盛 り込 まれ る内 容 とは

ば どうい う もの で あ り、 どの よ うに機械 翻 訳 に役立

つ のか の実感 をつか む ため に もう少 し詳 し く説明 し

ま しょ う。

(1)形 態素 レベ ル の情報

 形 態素 レベ ルの 情報 として は、 単語(形 態 素)の

見 出 しお よび 形態 素 の連接 に関す る情報 があ ります

形 態 素の 見 出 しは、 文解析 で の最 初の プ ロセ ス と し

て、 入 力文 を構 成 す る形態 素 を見 つ け出す た めの形

態 素 解析 で用 い られ ます。 これは辞 書 引 きのプ ロセ

ス とも呼 ばれ ます 。 また、 文 を合成 して い く形 態素

生成 にお い て も、 出 力文 を得 るた め にこの 見 出 しが

用 い られ ます 。

(2)構 文 レベ ル の情報

 構 文 レベル の情報 は、一般 に文法 情報 と呼 ば れ る

情 報 で、 名詞 とか 動詞 、形 容詞 、副 詞 といっ た品詞

や ある いは さ らに細 分化 され た品詞 、 その他 表 層格

情 報や 構 文支 配情報 な どが あ ります 。 これ らの情 報

は構 文解析 や構 文 生成 で用 い られ、 この文法 情報 を

もとに して解析 規則 や 生成規 則 が作 られ ます 。

(3)意 味 レベ ルの 情報

 単語 は 複数個 の概 念 を表 す こ とが で きます し、 ま

た一般 に よ く使 わ れ る単語 ほ ど多 くの概 念 を表 して

い ます 。 文 を解 析 す る ときに は、 あ る単 語が 文 の中

に現 れた ときに、 その 単語 が どの意 味で 使用 された

か つ ま り、 その 単語 が どの概 念 を表 したの か を識 別

す る必要 が あ ります 。文 解析 にお いて意 味解析 は こ

の 目的 の ため に行 なわれ る もの で して、 意味 レベ ル

の の情 報 は、 単語 の 多様 な概 念 を識別 す るための 情

報 を 与え る もの です。 このた めに は、 あ らか じめ 単

語が表 す こ とので きる概 念 を辞 書 に記述 しておか な

けば な りませ ん。

 意味 レベルの情 報 は、単語の表 す概 念 について種 々

の 知識 を記 述 した知 識 べ一 ス として 用意 され ます。

文 解析 に おい ては、 この知 識べ 一 スを用 いて概 念の

親 和性 な ど を もとに した推論 を行 な い、 多義性 を解

消 す るこ とに な ります。

 知 識べ 一 ス は コン ピュー タに理解 され る形 で概 念

の定 義 を与 え る もの で、 常識 と して成 り ・r:つ事 象や

い ろい ろな知 識 を記 述 した もので す。 この知 識 の記

述 は、基 本的 には、概 念 の間 に成 ウニし得 る関 係 をす

べ て数 え上 げ るこ とに よ って な され ます 。例 えば"鳥

が飛 ぶ"と い う知 識 は"c#鳥"と い う概 念 伸 語概

念 を区別 す るため 以 ド、概 念 にはC#を 付 加 します)

が"c#飛 ぶ"と い う概 念 の"動 作r'に な り得 る と

い う概 念 間の 関係 を示 す こ とで表 され ます。 また、

"水 は飲 み物 で あ る"と い う知識 は"
c#水"と い う

概 念"c#飲 む"と い う概 念の"対 象"に な り得 る と

い う概 念 間の 関係 を示 す こ とで 表 され ます 。

(4)語 用 レベ ル の情報

 語 用 レベル の情 報 は,ご く自然 な文を生成 す るため

に用 い られ る言 い 回 しの情報 です。 例 えば機 械 翻訳

にお いて は主 に訳 語選択 を行な う際 に用 い られ ます 。

入 力文 に現 れ た単 語が どの 意味 を表 して いるか が分

か っ て も、 その 意味 を表 す こ との で きる訳 語 は複 数

個 存在 す る場 合 が あ ります。例 えば"c#直 す"と い

う概 念 を表 す 英 語 の 単 語 は"modify","correct"
"
update"、"mend"な ど複数個 存在 します。 その 中

か ら"c#直 す"と い う概 念の 対 象に なる ものが何 か

とい うこ とに よって適切 な訳 語 を選 ぶ ため に用 い ら

れ ます。 この情 報 は、 あ る単語 と どうい う単語 が 共

起 す る(同 じ文 中 にあ る関係 で現れ るこ とが で きる)

の か とい う共起 関係 を定義 した ものです 。例 えば、

"
c#直 す"の 対 象が 、"c#エ ラー"で あれ ば"correct"

とい う訳 語 を選 ぶ とい うこ とは"correct"と"error"

が"対 象"と い う関 係 で共起 す る とい う情報 を用 い

て行 なわれ ます 。

(5)対 訳語に関する情報

 対訳語に関する情報としては、表層的な対訳関係

の情報と概念を通しての対訳に関する情報がありま
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す。概 念 を通 しての対 訳情 報 には、 あ る概 念 とあ る

概 念は同 義 であ る とか 、類義 で あ る とか、またL位 一

ド位 関係 で あ る とか な どが 定義 され て お り、 これ ら

の 関係 を利 川 して訳 語 を決 め てい くこ とにな ります。

例 えば"犬"と い う単語が持 って い る概 念 と"dog"

とい う単語 が持 って い る概 念 が同 じで あ る とい うこ

とで訳 語が選 ば れ た り、H本 語の"麦"と い う単語

が持 って い る概 念 を表す 単語 は 英語に は ないの ため

6麦 サ'の ドi;r概念 であ る"大 麦"あ るい は"小 麦"

な どに相'11する概 念を表 す 単語 を持 って きて訳 語 に

す る とい うような こ とが 行 なわれ ます。

3.辞 書開発の動向

 この よ うな特 徴や 内容 を備 え持 つ 、ζ語 デー タ と し

ての 辞 、};;は、 これ か らの 自然 言語処理 に とって極 め

て 重要で あ り、長 期に わた り改良 を続 け てい かな け

まれ ば な らな い性 格 の もの です。 その 開 発 ・改 良 は

・企 業や.一国 家の'ド業 の枠 を越 えた もの であ り、 さ

らに、国家 的 規模 で統… すべ きだ とい う共通 の認 識

に 、†二って、 世界のk要 地 域 で 共同開 発が進 ん でい ま

す。 これ らの 活動 は、政 府機 関、 学 会、 大学 、出版

社 、)企業に対 し影響一を及ぼ してお り、様 々 な新 しい

活動 が展 開 され てい ます。 また、プ ロ ジ ェク ト間 の

協力 も始 まろ う としてい ます。

(1)北 ア メ リ力

 米 国 で は 、 辞iじ1:研究 コ ン ソ ー シ ア ム(CLR:Con-

sortium for Lexical Research》 が 、 計 算 言 語 学 会

(ACL)に 設 け られ た 委 員 会 の 監 督 の も とに 、DARPA

(Defence Advanced Research Projects Agency)

か らの 資 金 援 助 に よ っ て 、 ニ ュ ー メ キ シ コ州 蹉大 学

に   14'rさ れ 、 活 動 を 始 め て い ます 。CLRは 、

活 動 の 初 期 段 階 で あ り、 言 語 資 源 の 共 有 と い う 交 通

整 理 的 色 彩 が 強 い よ うで す 。

 新 た に 昨 年41J、 言 語 デー タ コ ン ソー シアム(LDC:

Linguistic Data Consortium)がlrilじ くDARPAに

よ り 設 藍 さ れ 、 ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学(University of

Pennsylvania)に 設置 され ま した 。 企 業 、 大 学 及 び

政 府 機 関 に よ り構 成 され 、 ア メ リカ の 国 際 協 力 を 含

め 、 セ ン タ ー 的 役 割 を 担 う もの と思 わ れ ま す 。 将 来

はCLRと 一 体 化 す るr能 性 もあ る よ う で す 。話 し 言

葉 に 対 す る比 重 が 高 い こ とが 特 徴 で あ り、 現 在 談 話 、

文 章 、 パ ラ レル(対 訳)・ テ キ ス ト、 構 文 解 析 済 み テ

キ ス ト(PennTreebank)、 文d:検 索 、 そ して メ ッセ

一 ジ理解 に関 して試験 的収 集 を行 って い ます。 また、

語彙 、 文法 、 そ して 手書 き書体 の収 集 も計画 して い

ます 。DARPAの 辞 辞開 発活動 を引 き継 ぎニ ュー ヨ

ー ク大学 の統 語辞 書、プ リンス トン大学 の概 念 辞書

(Word Net)を 統 合 して、 COMLEXと い う辞 書 を

開 発す るr定 で す。

 米 国 の 第5世 代 コ ン ピュー タプ ロジ ェ ク トにあ た

るMCCで は、 tl科事 典 か ら人手 に よ り、CYCと い

う識べ 一 スを10年 間 プ ロ ジェ ク トで 開発 して い ます。

現 在、約200万 程 度 の存在 論 的(ontologica1)知 識 が

入 ってい ます。 最終 的 には常 識 まで もコ ンピュ タで

処 理 しよう とす る野 心的 な計 画 です。

 カナ ダの ウ ォー タル ー大学 で はオ ック スフ ォー ド

英語辞 典(第2版)を 辞 書デー タベ ー ス化(LDB)

す る計 画 があ ります。 これ は未 だ研 究段 階 で して機

械 翻訳 用 の辞,書1:開発 にす ぐ使 え る状 態で は あ りせ ん。

 現在 、 客観 的デ ー タの収 集 を 目的 と して い くつ の

テ キス ト収 集 活動 が あ りますが 、互 換性 の問 題 に対

処 す るた め に、規範 作 りの 活動 で あ るテ キス トコー

ド化計 画(TEI:Text Encoding Initiative)が1988

年か ら学 会 レベル で進 行 中です 。これ は、テキ ス ト・

デー タを始め とす る言語 デー タ を標 準的 資料 とす る

ため に、 テ キ ス ト構 造 を記述す る コー ド化 の標準 を

策 定 す るこ とを活 動 内容 と してい ます。 米 国の コン

ピュー タ と人 文科 学会 や 、計算 言 語学 な どが支援 し

て い ます 。米 国が 中心 で欧州 の メ ンバ ーが 加わ り、

flが ご く最 近 参加 し始 めた ところで す。

(2)ヨ ー ロ ツノく

 ヨー ロ ッパ で は、ECのESPRIT計 画 内 のAC-

QUILEXプ ロジェ ク ト及びMULTILEXプ ロジェ ク

ト、EUREKA計 画 内のGENELEXプ ロジ ェ ク トに

お いて 辞 書開 発が行 われ て い ます 。 ヨー ロ ッパ の こ

れ らの活 動 にお け る傾 向 は、 産学 一一一体(産 業 主導型)

とな って辞 書開 発が推 進 され て い るこ とです。 他 の

地域 に較 べ 、辞 潜モデル 、方法 論 、 ッール の標 準 化

が… 歩進 ん で い ます。百家争 鳴GPSG、 LFGと い っ

た文法 理 論の中で、中 寛型辞 書(Neutral Dictionary)

を構 築 しよ うと しい ます 。方法 論 は、 既 存の機械 可

読 辞 菩(MRD)の 利 用 に焦点 が あ ります。 ヨー ロ ッ

パ にお け る これ らの 活動 の概 略 を以下 に述 べ ます。

 ACQUILEXは 、1ヵ 国 語に対す る辞書 開 発技術 の

修 正 を 目的 と した もの です。 統合 され た 多言語辞F3

知 識べ 一 スの構 築 に応 用可能 で す。MULTILEXは
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ヨー ロ ッパ 各 国で利 用 で きる多言語 多機 能辞 書 の仕

様 を策 定 し、 辞書 デ ー タを作成 し、 検索 な どの統 合

的 なソ フ トウ ェア を開 発 し、応 用 シ ステム に よっ て

辞 書 の 有 用性 を検 証 しよ う と い うの が 目的 で す。

GENELEXは 共 通の 辞書 仕様 の 下で フ ラ ンス語、イ

タ リア語 、 スペ イ ン語 に対 す る包括 的辞 書 を開 発 し

よう とい う もので す。

 CLRの 発足 に刺激 され たケ ンブ リッジ大学 出版 部

が ケ ンブ リッジ ・ラ ンゲー ジ ・サー ベ イ(CLS)と

い う多言語 電子 化辞 書 ・コーパ ス開 発活 動 を発足 さ

せ よう と して い ます。これ は、ACQUILEXを 拡張 す

る位置 付 けに あ り、 英 語、 イ タ リア語、 オ ラ ンダ語、

スペ イ ン語 に加 えて、 フ ラ ンス語、 ドイ ツ語 、 日本

語 をカバ ーす る計画 で す。

 ヨー ロ ッパ に特 筆 すべ きコーパ ス収 集 活動 が2つ

あ ります ので紹 介 します 。

 一つ は、英 国 ナ シ ョナ ル ・コーパ ス ・プ ロ ジェ ク

ト(British National Corpus Project)で 、 これは

英 国英 語 を代 表 す る言語 デ ー タの収 集 を 目的 にス タ

ー トした ばか りのプ ロジ ェク トです 。 オ ックス フ ォ

ー ド大 学 出版部 、 ロ ングマ ングルー プ、 オ ックスフ

ォー ド大学 、 ラ ンカ スター大 学 、大英 図 書館 が協 力

して い ます。

 もう一 つは、Network of European Reference

Corpora(NERC)で 、 ECに よ る、 共同 体 内主要 言

語化 のテ キス ト収 集の 調整活 動 です 。収 集 に共 通の

方法論 を用 い、コー ド化 にTEIに 基づ く共通 標準 を

設定 しソフ トウ ェア も共通 の もの を開発 します。 ピ

サ 大 が中心 とな りヨー ロ ッパ 各 国の 大学 や 出版社 の

協 力 の下 で執 り行 われ て い ます 。1千 万 語 の収 集が

現 在 の 目標 で す。

 専 門 用 語 に 関 して 述 べ ます と、ECのEURODI

CAUTOM,そ してUNESCOの ド部機 関INFOTERM

等 が大 規模 な専 門 用語 デー タベ ース を開発 してお り、

現 在 では、 オ ンライ ンネ ッ トワー クサ ー ビス に よ り

世 界 中で利 用 で きる よ うにな ってい ます。 そ して、

これ らのユ ーザ の大 半 は翻訳 者 です。

(3)ア ジ ア

 ー 方、 ア ジア に 目 を向 け ます と、注 目すべ きプ ロ

ジェ ク トが2つ あ ります 。一 つ は、EDRプ ロ ジェ ク

トで、(株)日 本 電 子化 辞書研 究所(EDR)が 、 fly

語 と英 語 を対 象 と して大 規模 辞書 ・コーパ ス開 発活

動 を行 って い ます。 開発 の種類 とサ イズは、 単 語辞

書(基 本 語20万 語、専 門 用語10万 語)、 対 訳辞 書(30

万語)、 共 起 辞書(30万 語)、 知識べ 一 スで あ る概 念

辞書(概 念体 系40万 、概 念記述40万)、 コーパ ス(25

万 文)で す。概 念辞 書 は 日英 共有 ですが 、他 は それ

ぞれ この サ イ ズの辞 書が 開発 され てい ます。

 前 述の機 械 翻訳 用 辞書 と しての特 徴 ・内容 を備 え

た もの にす る計 画で す。開発期 間 は未だ2年 近 く残 し

て い ます が、 開 発の終 了 した もの か ら公 開 して ゆ く

予定 です 。

 もう一 つ は、 日本 が主 導で研 究開 発 して い る近隣

諸国 間機 械翻 訳 プ ロ ジェ ク トです。 相手 国 は中国 、

マ レイシア、 イ ン ドネ シア、 タイの4ヵ 国 であ り、

EDRの 概 念辞 書 と リンクで きるため、効 率良 い電f

辞:書開 発が可 能 とな った事例 に なって い ます。

  [(株)日 本 電子化 辞書 研究 所 末 松 博]

KB&KS'93 (大規模知識べ一スの構築と共有に関する国際会議1993)

国 際 会 議   (12月1日 ～2日) 於 京 王 プ ラ ザ ホ テ ル

  セ ッ シ ョ ン[1]Academic and Social Demands for KB&KS

        [2]Language Technology and Science

        [3]Knowledge Technology and Science

        [4]Sharable Knowledge Sources

        [5]Panel Discussion

ワ ー ク シ ョ ッ プ   (12月3日 ～4日) 於 工 学 院 大 学(予 定)

     主 催(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 ・問 合 せ 先[ア イ.エ ヌ.エ ス(株)03-3494-1869]
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一
英 日 ・FI英翻 訳支援 システム PENSEE-GV

沖電気工業株式会社

 PENS亘E-GV(バ ンセGV)は 、沖 電気 が開 発 し

た 日英/英 日翻 訳 支援 ソフ トウエ アで す。富 士ゼ ロ

ックス社の統 合 文 ノ1;処理 ソフ トウエアGlobalView.L

で動作 し、 図表 を含 む 文書 をその ままの レ イアウ ト

で翻訳 します。

●高 品質 な翻 訳

 翻訳 処理 は 日英約9万 語、 英 日約6万 語 の辞 書 と

独 自に開 発 した深 層 格 文法 を利 用 してお り、 高品 質

な訳文 が得 られ ます 。特 に 長 文の 翻訳 に威 力を発揮

します 。

 従 来の機械 翻 訳 シ ステム は、 文字情報 だ け しか扱

えな か ったため 、 入 力文,舜:から文字情 報 を抽tP,し て

翻 訳 し、 その結 果 を ワープ ロやDTPシ ステ ムな ど

で整形 す る作業(レ イアウ トした り図 表 を切 り貼 り

す るな ど)を 行 な う必 要が あ りま した。

 しか し、 この よ うな 整形作 業 は機 械 的 な もので、

翻訳作 業 全体の 効 率 を悪 くす る要因の ひ とつ とい え

ます。

 沖 電気 は、 この 問題 を解決 す るため 、整 形作 業 な

どの機 械 的 な作 業 は 自動化 す る とい う基本 理 念の も

る とに、 人 力文 一}rF`1のレイア ウ トや 図表 の情 報 をそ の

まま翻 訳結 果 に反映 す る日英/英 日翻 訳 支援 ソ フ ト

ウエ アPENS亘E-GVを 開発 しま した。

●高 速翻 訳

 1時 間 に約15,000語 の速 度で翻 訳 しますの で、1

ペ ー ジあ た り数 卜秒 で翻 訳 が完 ∫します 。

●翻 訳 オプ シ ョン

 日英 翻訳 で は、 マニ ュア ル に頻 出 す る一ヒ語な し文

を、受 動態 に訳 出 す る(標 準)か 命令 文 と して訳 出

す る(命 令)か を指 定 す るオプ シ ョンが あ ります

 英 日翻訳 で は、 「で あ る」調で訳 出 す る(標 準)か

「です ます」 調で 訳出 す る(敬 体)か を指 定 す るオ

プ シ ョンが あ ります。

〈仕様 〉

〈特長 〉

●簡単 な操 作

 操 作 は非常 に簡 単で 、マ ウ スで翻訳 短 象 とな る文

書 ア イコ ンを指 定 し、 プル ダウ ンメニ ューか ら日英

翻訳 あ るい は英 日翻訳 を選択 す るだ けで 自動 的 に翻

訳結 果 の文書 ア イ コン を作 成 します。 また、 複数 の

文 書ア イ コ ンを納 め たフ ォル ダや 文章、 文章 の一 部

分 とい った指 定 も可能 です 。

●図表 を含 む文書の翻訳 とその レイアウ ト情 報の再現

 図 表 を含 む原 文の レイア ウ トや 文字の フ ォン ト、

修飾 情報 な どは その まま翻 訳結 果 に反映 され ます 。

従 っ て、 入力 文書 か ら文字 列部 分 を抽 出 し、 翻訳 後

に レイア ウ トした り図 表 を切 り貼 りす る とい つた整

形作 業 が ほ とん ど不 要 とな ります。

AAMTジ ャー ナル zo

対 象言 語:日 → 英/英 → 日

DTP:Global View

翻訳:PENsEE

ハ ー ドウエ ア:OKITAGS

 メ モ リ:16MB以.L(32MB以 上推 奨)

 デ ィス ク:400MB以 上

 (OS及 びGlobal Viewを 含 み ます)

OSな ど:SUN OS 4.1.1以L

 十JLE 1.1.1以L

 +OS/FX拡 張 機 能

 十Global View

基 本辞 書:

 日英:約9万 語

 英 日:約6万 語

専 門 用語辞 書(オ プ シ ョン):

 日英:16分 野 、約5万 語

 英 日:16分 野 、約5万 語

 (情報処 理、 自動 車、 金属 、 数学 な ど)
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ユ ーザ 辞書:語 数無 制 限(デ ィス ク範 囲 内)

処 理速 度:約15,000語/時 間

 (機種 に よって 異 な ります)

翻 訳 オプ シ ョン:

 日英:標 準/命 令

 英 日:標 準/敬 体

OCR(オ プ シ ョン):

 日本 語:SPARC Reader

 (販売元:メ デ ィア ドライプ 研究 所:

  認 識速 度:約40文 字/秒:

  認識率:99%以 上)

 英 語:Scan WorX

 (販売元:サ カタ イ ンクス株 式会 社:

  認識速 度:200～300文 字:

  認識 率:99%以 上)

 外 部文 書 の取 り込 み:

  テ キス ト、JStar、 一 太郎Ver3、4、 OASYS、

  Lotus1-2-3な ど

 (テキス ト、JStar以 外 は変 換 ソフ トが 必要 で す。

zi

また、 文書 に よっ て取 り込め ない図形 が あ りま

す。)

※PENsEEは 沖 電気工 業㈱ 、大 阪ガ ス㈱ 、オ ー ジ

 ス総 研 の登録 商 標 です。

※Global Viewは 、富 士 ゼ ロ ックス㈱ の登 録商 標

 で す。

※SUNは サ ンマ イクロシステムズ社の登録 商標 で

 す 。

〈問 い合 わせ先 〉

沖電 気工 業(株)

情報 通信 シス テム事 業本部

オ ープ ンシス テム事 業部

市場 開 発部

TEL,03-3454-2111

AAMTジ ャーナ ル



新製品紹介

UNIX対 応英 日翻訳 ソフ ト 「工 ト ラ ン ジ ェ」 (EtranJ)

    ソフ トウエ ア技 術株 式会 社

 日本の国 際 化が急 速 に進み 、海 外の 文献情 報 が あ

ふれ る よ うに国内 に流 入 してお ります が、 中 には 貴

函:ノ∫な 文献 に もか かわ らず 目 も通 さず捨 て られ て い

るもの も多い 、 と思 わ れ ます 。 そ こう した情 報社 会

の 中で、速 や か に大 事な情報 を受 け取 るための道 具

と して 「EtrapJ」 英 日翻訳 ソフス トは お役 に立 つ

と思 い ます 。 また低価 格 なが らそ の翻 訳能 力 は さま

ざまな 英文献 の読解 に 大 きな力 とな ります。

EtranJの 特 徴

 ・UNIXコ マ ン ドと して利 用 で きる

   Etran JはUNIXコ ンピュー タで動作 す る事

   を意図 して い ます 。 ワー クス テー シ ョンを仕

   事の道 具 と して使 用 して い る方で あれ ば、必

   要 な時 に コマ ン ドをたた けば英 日翻 訳が で き

   ます 。

    大量 の英 文で あれば バ ッチ処 理が で きます 。

   またUNIXの 豊富 な ソフ トウエ ア群 と組 み合

   わせ て 多種 多様 な利 用形 態 を可 能 にす るため

   に、Etran Jの 翻 訳 コマ ン ドは、標準 入出 力

   を採 用 し、他 の ソフ トウエ ア とパ イプ で結 合

   した り、 多 重処理 を容 易 に実現 し、利 用者 が

   使 い易 い環 境 にユ ーザ ・カス タマ イズす る こ

   とが 可能 です。

 ・ウ イン ドウ ・イ ンタフ ェース

   また翻 訳 コマ ン ドにOSF/Motifを 使 用 した

   ウ イ ン ドウ ・イ ンタフ ェー ス を用意 し、対 話

   的 に翻 訳 した り、ユ ーザ 辞書 の 更新が 容 易 に

   で き ます。

 ・入 出力 テ キス トフ ァイル

  英 文 テ キス トはOCR読 取 装置 で入 力 した も

   ので もオ ンライ ンで電送 され て きた英 文 テキ

   ス トフ ァイル で もすで にあ る周辺 装置 を活 用

   して作 成 した テ キス ト ・フ ァイル が利 用で き

   ます。

   翻訳 結果 は 日本語(EUCコ ー ド)あ るい

   は英 語 ・日本語 対訳 で 出力 され ます。 この翻

   訳結果 を既 存の 清書 ツ ールや エデ ィタ を利 用

   して修 正で きます。

仕

・翻訳 方式

 翻 訳 方式 は句構 造 木 を用 い る トラ ンスフ ァー

 式、 原文 をボ トムア ップ方 式 で構 造木 を作 っ

 行 く過程 で、 ノ ー ドが 一つ 見 つか る と直ち に

 ノー ドの 日本 語訳 を生 成 して しまい ます 。

  簡便 な トラ ンス ファー方 式 であ るた め翻訳

 ス ピー ドは5万 語/時 間 を実現 してい ます。

・翻 訳能 力 と翻 訳 カ ス タマ イズ

 Etran Jは 極 力前編 集 を軽減 し、後編 集 し易

 い翻 訳結果 を出 力す る事 を 目指 してい ます。

 翻 訳 は文 単位 で行 い、最 長120ワ ー ドの英 文翻

 訳 します。

  翻訳 能 力 は辞書 の充 実 と「適訳 規則 」 「文法

 規則 」の学 習 に 負 う所 が大 きいで す。

 辞 書 は熟 語辞 書、 基本 単語 辞書 を もってい ま

 す。 その 他 に専門 用 語 を集 め た専門 辞書 が オ

 プ シ ョン と して あ ります。

  また、 ユー ザ辞 書 を作成 し、 有効 に活 用 す

 る事 がで きます。

  「適 用規則 」 「文法 規 則」等 の翻 訳ル ール が翻

 訳 プ ログラム と独 立 させ てあ るた め適宜 翻訳

 ル ール をカ スタマ イズす る こ とが で き ます。

 様

辞 書 類

 熟  語  辞  書

 基 本 単 語 辞 書

 適  訳  規  則

 文  法  規  則

オプション辞書

 情 報 処 理 専 門 辞 書

 医学 ・医療専 門 辞書

 機 械 工 学 専 門 辞 書

 電気 ・電子工学専門辞書

 会 計 ・金 融専 門 辞書

大 き さ

10,000熟 語

50,000言 吾

2,500ノ レー ノレ

3,500ノ レー ノレ

25,000言 吾

30,000言 吾

20,000言 吾

20,000言 吾

25,000言 吾

登 録 に必要 なデ ィス ク容量 約3メ ガバ イ ト

実 行の メ モ リー サ イ ズ  約3メ ガバ イ ト

aamTジ ャー ナル Zz



hピ ッ ク ス

 投 資減 税 ……政 府 は 緊急総 合景 気 対策 と して省 力

化 税制 を実 施す る。 これは7月1日 か ら1年 間 の時

限立法 で あ るが 、 この期 間 にユ ーザ が導 入 した省 力

化機 器 に たい して は税制 面 での優 遇措 置(特 別減税)

の 恩典 が付 与 され る。 機械 翻 訳 シ ステム もその対 象

品 目に含 まれ る。 詳細 は官報 に て告知 され るが、 こ

れ に よ り機 械 翻訳 シス テムの 普及 が一 層促 進 され る

もの と期 待 され る。

 翻訳 検定 試験 申 し込 み受 付 中… …(社)日 本翻 訳連

盟 が 認 定す る第17回 翻 訳検 定 試験(1～3級)が8

月21日 に実施 され る。 試験 科 目は① 英 文和 訳 ② 和

文英訳 ③ 独 文和 訳の3科 目で この中 か ら 自由に選

択 で きる。 また① と② は重 複 して受 験 で き る。 また

集合 試験 の他 全国 の翻 訳家 志望 者 の便 宜 を考慮 し、

NIFTY-Serveの 特 設機 能上 で も受験 で きる。パ ソコ

ン受験 につ いての 詳細 は7月 上 旬 に トップ メニ ュー

直前 の 「お知 らせ 」で 案 内 され る。 この試験 は辞 書 、

参考書 、 ノー ト等 何 を見 て もよい。 試験 結果 は2ヵ

月以 内 に通 知 され る。 受験 料 は1科 目1万 円。 申 し

込み締 報切 日は8月7日 。 申込 先は(社)日 本翻 訳連

盟(東 京都 中央 区 八丁堀2-8-10、503-3555-6365)

まで。

 第5回TCシ ンポジ ウム 開催 … …テ クニ カル コ ミ

ュニ ケ ーシ ョン協会 主催 第5回 シ ンポ ジウムが8月

26日 に東 京、新 宿 の工 学院 大学 で 開催 され る。 テー

マ は 「伝 え る技 術、 もっ と優 しく、ユ ーザ に近 く」

とな って い る。 詳細 は近 く広 報 され るが、 当 協会 も

この シ ンポ ジウム に協 力 してい る。

 絵 本翻 訳 コ ンテス ト… …(株)バ ベル ・プ レスで は

絵 本翻訳 コ ンテス トを実施 して い る。絵 本 にか かれ

た英 文(翻 訳 の世 界7月 号に掲 載)を 課題 と し、 訳文

を募 集。応募締 め切 りは6月 末。入選 発 表は同 誌の12

月号 に掲 載 され る。 問合先 はXO3-3295-2306

 新書 「技術 翻 訳 の テクニ ック」(富 井篤 著)… … 英

文の意 味 を誤 解 な く的確 に とらえ 自然 な 日本 語 とす

るため に どの ような配 慮が 必要 か、無 生物構 文の処

理 を体 系的 に具 体例 を豊富 に盛 り込ん で解 説 され て

い る。 また機械 翻 訳 シ ステム につ い て も記述 され て

い る。 出版 は 丸善 、全 国の書 店 で販売 中

 AAMTジ ャー ナル英 文版 …… 当協 会 は92年6月

の総 会 で現在 の協会 名に 名称 変更 し、会 員組 織 もア

ジア太 平洋地 域 に拡 大 し、機械 翻訳 シス テムの 普及

啓蒙 に努め て い る。 そ の一環 と してAAMTジ ャー

ナ ルの英 文版 を発行 、海 外 の会員 に送付 して い る他

国 際情報 化協 力セ ンターの カ ウン ターバ トナー で あ

る各地域 の情 報 化 関連機 関 に設置 され て い る 「情 報

化 ラ イブ ラ リー」 に も継 続縦 覧出 来 る ように して い

る。80年 代 以降 ア ジア 各地域 への 日本企 業 の生産 シ

フ トや情 報拠 点 の 設置 が急増 して い るが 、 それ だ け

に翻 訳 ニー ズ も高 く、海 外会 員 も次 第 に増 加 して 来

て い る。

新会員の紹介

(個 人 会 員)

貝 塚   泉

末 松  博

立 田 種 宏

八 巻 修 一

Shravan Vasishtn

Leighton K Chong

Dong Zhendong

Wang Qixiang

Jungyun Seo

Keh Yih Su

John Burton

(法 人 会 員)

日揮 株 式 会 社

NECTEC

横 浜 市 南 区 別 所1-14-1(日 揮/業 務 第2部 文 書 サ ー ビ ス)

Ramavi Road Rajthevj Bangkok 10400 Thai land

5045-712-1111

8662-248-8078-84
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委員会活動

理 事 会 92年 第2[・1(3/19)①93年 度事 業 計画②93年 度収 支 予算③ 事 務所 移転④ 通 常総 会開 催 案

      93年 第2回(5/14)①92年 度事 業報 告②92年 度決 算報 告③ 理 事 の交替 ④IAMT対 応策

運営 委 員会 92年 度11回(3/11)

      93年 度1回(4/13)

         2iロ1 (5/12)

財 務 委 員 会     (4/21)

編 集 委 員 会     (3/24)

企 画広 報委 員会     (3/26)

①93年度事業計画②93年度収支予算③事務所移転

①92年度収支決算②特別会計報告③協賛案件

①監査報告②研究成果発表会開催案③IAMT対 策

①x員 入退会現況確認②実行予算確認③監査対応

①No.3編 集方針②No. Z英 文版確認③ニューズレター対応

①翻訳フエア収支結果報告

シ ス テ ム 評 価 研 究 会(4/8)

シ ス テ ム 利 用 研 究 会(3/12)

           (4/15)

           (4/23)

           (5/12)

t9 匡艮  、蓄  =ILnn  石ナ『 究  会  (3/29)

           (4/14)

           (5/11)

①翻訳困難例文取 りまとめ②学者コメントと対応策③成果発表会対策

① ヒァリング②アンケー ト実施要綱

① ヒアリング②アンケー ト調査実施方法確認③取 りまとめ日程検討

①アツケー ト集計集中作業②集計概要取 りまとめ

① ヒアリング②アンケー ト集計中閲報告③業界用語調査結果まとめ

①研究方向再確認②研究スケジ1 ル

①小日本語研究②項 目別検討(宿 題)

①小日本語研究②項 目別検討③サーバ化検討

MTサ ミッ ト実 行委 員会(3/2>

           (4/13)

           (5/14)

   プ ロ グラム委 員会(3/24)

   展 示 委 員 会(4/12)

           (5/28)

   広 報 委 員 会(3/16)

           (5/18)

①テクニカルッァー②IAMT総 会対応

①実行予算案見直し②各委員会動向調整

①実行予算案②申込状況確認③補助金状況確認

①プログラム修正確認②プロシーディングフォーマット検討

①出展社確認②技術展示対策③レイアウ ト検討④小間割抽選会開催案

①展示小間割 り抽選会②出展詳細説明

①動員目標検討②協賛団体対応③2ndア ナウンスメント送付先検討

①参加申込状況確認②海外動員策検討

《お詫び と訂 正》

前号 に誤 りが あ りま したの で訂 正 します

頁 行    (誤)

14 2 言語 処 理 部

15 44 鳴 海 武 司

23  44  {ナ}東F、1脅1

25 13 7/20バ ンケ ッ ト

AAMTジ ャー ナル

 (正)

削除

鳴海武 史

伊藤 昌高

7/21

発

所 在

編集委員会
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  野村 浩郷(委 員 長)鳴 海 武 史 永野 文美

  杉 山健 司 信 田恵 壱 亀井 真一郎 宮 城 稚之



   第4回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト

会  期 平 成5年7月19日 ～22日

場 所 ホ テル オ ー ク ラ 神 戸

※ シ ンポ ジ ウム 国 際 会 議(7/20～22)

  第1[1 招 待 講 演 「機械翻訳技術の最新動向」

      プ ロジェク ト 「CICC多 言語機械翻訳 システム」「Verb Mobile」

      パ ネ ル 討 論 「機械翻訳技術の将 来」

      歓 迎 レセプ シ ョン(18:30～20:00)

  第2日 招 待 講 演 「機械翻訳利用技術の現状 」

      プ ロジェク ト 「音声 自動翻訳電話」「EC Language Project」

      パ ネ ル 討 論 「機械翻訳の評価法 」

      バ ンケ ッ ト(18:30～20:00) 有料@15,000)

  第3日 招 待 講 演 「電子化辞書か ら大規模 知識 べ一スへ」

      プ ロジェク ト 「コーパ スプ ロジェク ト」 「電f化 舌轄;」

      パ ネ ル 討 論 「国際協 力」

      IAMT(機 械翻訳世 界連盟)総 会

◇ ワ ー ク シ ョ ッ プ(7/1gl4:00～17:30)

    テーマ 「機械翻訳 のための知識構 築」

◇ チ ュ ー ト リ ア ル(7/1914:00～17:30)

    テーマ 「機械翻訳 の効果的 な利用法 」

            ①機械翻訳の メカニズム

            ②機械翻訳のケー ス ・スタデ ィ

◇ テ ク ニ カ ル ッ ァ ー(7/1910:00～)

             (株)ATR音 声翻訳通信研 究所 兄学

※ 機 械 翻 訳 展 示 会 《7/19(13:00よ り)～7/22(14:00ま で)》

  出展 団体:KAIST/CAIR(韓 国)・ 国際情報 化協力セ ンター ・ll本 電信 電話 ・

       日本電気 ・日立製作所 ・東芝 ・富士通 ・シャープ ・松 ド電器 ・ATR

       音声翻訳 通信研究所 ・日本電子化辞書研 究所 ・リコー ・カテナ ・ロ

       ゴヴ ィス タ ・ノヴ ァ ・CSK

主催 ・アジア太平洋機械翻訳協会(社)日 本電子工業振興協会




